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群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばる）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれています。★本誌タイトルについて★

人に優しく環境と調和する駅づくりを目指して、ゆいレールの駅には、お年寄りや身体の不自由な方
のための点字誘導ブロックや多機能トイレ、エレベーター、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）など

が設置されています。また、すべての駅のプラットホームには、ホームと車両の隙間と段差を解消する車椅
子乗降装置「ラクープ」や、転落事故防止のための可動式ホーム柵も設置されています。
　しかし、平成１６年２月、乗降時に旅客が列車とホームの隙間からホーム下に転落する事故が発生しまし
た。その転落事故対策として、駅ホームが曲線となっている曲線駅のホームと列車の隙間を縮めるために
ホーム端にゴム板を張りましたが、平成１９年５月に２回目の転落事故が発生するなど、対策に苦慮してい
ました。
　そこで、平成２０年５月に、これらの曲線駅５駅のホーム乗降口について、接触しても車両に影響のない
韓国製の櫛状ゴム板を全国で初めて設置しました。これにより、隙間からの転落事故発生防止が図られ、
乗客が安全に乗降できるようになりました。設置以降、転落事故は発生していませんが、乗降時には足下
にくれぐれも気をつけてください。
　このように、普段何気なく乗降しているゆいレールには、「人に優しい」アイディアが随所に活かされて
います。
　最後にクイズを一つ。文中で紹介されている櫛状ゴム板が設置されている５つの「曲線駅」はどこで
しょう？（正解は17ページ左下にあります。）

地域の目　若者達の「純粋パワー」は沖縄の宝

なかゆくい ＊シリーズ③　〜「新エネ百選」に選ばれました！！〜

沖縄科学技術大学院大学学園法が成立内閣府だより

お知らせ

内閣府
「アジア青年の家2009」活動報告
仕事の窓①　財務部
管内経済情勢報告

仕事の窓②　農林水産部
農林水産物・食品の輸出のさらなる促進に向けて

仕事の窓③　農林水産部
沖縄県におけるカンキツグリーニング病対策

仕事の窓④　農林水産部
平成 21 年度「食育月間」における食育推進の取組について

仕事の窓⑤　農林水産部
「食農連携促進事業活用事例」沖縄県産果実を活かした新商品を開発！

仕事の窓⑥　経済産業部
「2009 年版 中小企業白書説明会」開催

仕事の窓⑦　経済産業部
「平成 20 年度ものづくり白書」について

仕事の窓⑧　運輸部
プレジャーボート等小型船舶に対する安全キャンペーンを実施

仕事の窓⑨　運輸部
自賠責制度の PR 月間について

総　務　部　「下請法」は、公正な下請取引を守ります！
経済産業部

財　務　部　読谷村功労表彰を受賞
経済産業部　「平成21年度中小企業者に関する国等の契約の方針」をが決定されました

開発建設部　平成 20 年度開発建設部所管優良業者等表彰式を開催
運　輸　部　平成 21 年「海の月間」について

特
集
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「人に優しい」
ゆいレール
駅のヒ・ミ・ツ
（・・　）（　。。）

ホームドア（可動安全柵）　

車椅子乗降装置（ラクープ）

ホーム乗降口の櫛状ゴム

局
の
動
き
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株式会社メディアーレ代表取締役●　サファイア玲子

地域 の 目 シリーズ⓲

   C
hiiki no M

e

沖
縄
に
来
て
早
や
五
年
。
き
っ
か
け
は

今
年
二
十
歳
に
な
る
息
子
の
不
登
校
・

ひ
き
こ
も
り
だ
っ
た
の
で
、
海
に
憧
れ
移
り

住
む
都
会
人
と
は
ス
タ
ー
ト
の
訳
が
違
っ

た
。
も
し
も
失
敗
し
た
ら
、
と
車
一
台
に
布

団
・
衣
類
等
必
要
最
小
限
を
詰
め
込
み
、
友

人
一
家
の
住
む
与
那
原
町
に
上
陸
。
程
な
く

迎
え
た
初
登
校
日
、
彼
は
六
人
も
の
級
友
を

自
宅
に
連
れ
帰
っ
た
。
そ
れ
ま
で
親
子
で
社

会
か
ら
遮
断
さ
れ
孤
独
と
闘
っ
て
き
た
だ
け

に
、
級
友
に
囲
ま
れ
嬉
し
そ
う
に
笑
う
息
子

の
姿
に
私
は
、
寝
室
で
声
を
上
げ
て
泣
い
た
。

こ
の
日
と
一
年
後
の
中
学
卒
業
式
で
の
光
景

は
、
私
の
生
涯
で
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
。

  　
息
子
の
復
学
と
共
に
専
門
学
校
で
再
開
し

た
ブ
ラ
イ
ダ
ル
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ

ナ
ー
講
師
の
お
仕
事
。
学
園
生
活
で
は
、
生

徒
達
の
純
粋
な
心
根
に
圧
倒
さ
れ
る
毎
日

だ
っ
た
。
携
帯
電
話
に
大
学
進
学
、
免
許
取

得
や
車
購
入
等
々
、
親
の
援
助
は
当
然
の
役

割
だ
と
思
っ
て
い
た
私
に
生
徒
達
は
言
う
。

「
姉
チ
ャ
ン
が
宮
古
か
ら
内
地
の
大
学
行
っ

て
る
か
ら
、
俺
は
自
衛
隊
入
っ
て
給
料
貰
い

な
が
ら
航
空
整
備
士
に
な
る
ん
だ
。
五
人

姉
弟
だ
し
な
。」
と
航
空
大
学
校
進
学
を
諦

め
家
計
を
助
け
な
が
ら
将
来
を
見
据
え
る
男

子
。「
お
父
と
二
人
暮
ら
し
だ
け
ど
、
私
の

作
る
お
弁
当
毎
日
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
る

よ
。
私
が
い
な
い
と
ダ
メ
み
た
い
。」
と
ア

ル
バ
イ
ト
代
を
食
費
の
足
し
に
す
る
父
子
家

庭
の
女
子
。
屈
託
の
な
い
満
面
の
笑
み
で
日

常
の
出
来
事
を
話
し
て
く
れ
る
彼
ら
に
、
完

全
に
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
さ
れ
て
し
ま
っ
た
私
。

  　
そ
の
後
担
当
す
る
ラ
ジ
オ
番
組
に
、
告
知

の
た
め
ゲ
ス
ト
出
演
さ
れ
て
い
た
県
産
業
振

興
公
社
職
員
よ
り
「
第
一
回
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
公
募
へ
の
挑
戦
を

勧
め
ら
れ
、
教
え
子
達
の
よ
う
な
学
ぶ
意
欲

の
高
い
若
者
に
更
な
る
可
能
性
が
提
供
で
き

れ
ば
、
と
寺
子
屋
的
私
塾
を
開
く
べ
く
応
募

し
た
と
こ
ろ
、
全
国
応
募
総
数
約
一
一
五
社

の
中
か
ら
幸
運
に
も
十
五
件
と
い
う
県
の
支

援
事
業
に
採
択
頂
い
た
。
開
校
し
た
ス
ク
ー

ル
に
は
、
期
せ
ず
し
て
四
十
五
名
の
生
徒
が

入
学
。
お
陰
様
で
万
国
津
梁
館
を
始
め
と
す

る
優
良
企
業
へ
の
就
職
に
恵
ま
れ
た
卒
業
生

も
誕
生
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
大
学
の
客
員
講
師
と
し

て
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
起
業
し
た
想
い
を
熱
く
語

る
機
会
が
あ
っ
た
。
後
日
送
付
さ
れ
た
講
義

レ
ポ
ー
ト
の
中
に
は
「
先
生
、
僕
達
以
上
に

沖
縄
を
愛
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
僕
も

将
来
こ
の
島
の
役
に
立
て
る
様
に
な
り
た
い

と
ず
っ
と
心
で
願
っ
て
き
た
け
ど
今
後
は
先

生
み
た
い
に
口
に
出
し
て
想
い
を
形
に
す
る

よ
。」
ま
た
、
客
室
乗
務
員
へ
の
夢
を
諦
め

き
れ
ず
、
母
子
家
庭
な
が
ら
猛
勉
強
の
末
外

資
系
企
業
に
採
用
さ
れ
、
国
際
線
で
乗
務
し

た
経
験
を
話
す
と
「
在
学
中
に
妊
娠
し
今
年

で
大
学
や
め
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
今
日
先

生
の
話
を
聞
い
て
や
め
る
の
を
や
め
ま
す
。

子
育
て
が
一
段
落
し
た
ら
、
復
学
し
て
必
ず

卒
業
し
ま
す
。
先
生
あ
り
が
と
う
。」
こ
の

子
達
の
純
粋
パ
ワ
ー
、
半
端
じ
ゃ
な
い
。

　

実
は
「
大
学
生
」
に
憧
れ
て
い
た
私
は
、

三
十
歳
を
機
に
通
信
教
育
で
短
大
に
入
学

し
、
ハ
ー
ド
な
実
習
生
活
の
末
、
卒
業
と
同

時
に
保
母
と
幼
稚
園
教
諭
の
資
格
も
取
得
。

「
ど
う
せ
や
る
な
ら
と
こ
と
ん
や
れ
」
こ
れ

は
亡
父
の
教
え
だ
っ
た
。
ふ
り
返
る
と
競
争

率
四
十
五
倍
だ
っ
た
宝
塚
受
験
、
百
倍
近

か
っ
た
フ
ジ
Ｔ
Ｖ
リ
ポ
ー
タ
ー
、
そ
し
て
応

募
者
千
名
の
う
ち
一
名
採
用
だ
っ
た
客
室
乗

務
員
の
面
接
と
、
常
に
不
可
能
に
挑
戦
し
続

け
て
き
た
。
何
が
私
を
突
き
動
か
す
の
か
は

解
ら
な
い
。
し
か
し
声
を
大
に
し
て
私
は
言

い
た
い
。「
人
は
い
つ
か
ら
で
も
ど
ん
な
形

で
も
始
め
ら
れ
る
」
と
。
大
阪
人
に
は
ダ
メ

で
元
々
、
叶
っ
た
ら
ラ
ッ
キ
ー
的
発
想
が
あ

る
。
だ
か
ら
お
節
介
な
私
は
、
や
る
前
か
ら

諦
め
て
し
ま
う
人
を
ほ
っ
と
け
な
い
！
四
年

前
、
教
え
子
が
伊
丹
空
港
か
ら
Ｊ
系
航
空
会

社
Ｃ
Ａ
試
験
の
最
中
電
話
し
て
き
た
。「
先

生
も
う
ダ
メ
で
す
。
こ
れ
か
ら
二
次
試
験
。

全
員
ジ
ャ
ー
ジ
姿
な
ん
だ
け
ど
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
受
験
生
皆
カ
ッ
コ
イ
イ
。
私
な
ん
か

絶
対
無
理
。」
咄
嗟
に
私
は
電
話
口
で
叫
ん

だ
。「
ア
ン
タ
は
ミ
ス
那
覇
、
と
び
っ
き
り

の
美
人
や
。
今
す
ぐ
鏡
に
全
身
映
し
て
自
分

の
美
貌
に
自
信
持
っ
て
挑
み
な
さ
い
。」
彼

女
、
怯
ん
だ
マ
イ
ン
ド
は
立
て
直
せ
な
か
っ

た
も
の
の
、
そ
の
直
後
全
日
空
に
見
事
合
格

し
今
春
か
ら
晴
れ
て
国
際
線
客
室
乗
務
員
に

昇
格
し
た
自
慢
の
教
え
子
だ
。

　

可
能
性
が
あ
る
の
に
挑
戦
し
な
い
の
は

も
っ
た
い
な
い
と
考
え
て
し
ま
う
私
は
、
そ

ん
な
性
格
と
過
去
の
実
績
か
ら
、
広
報
・
プ

レ
ス
リ
リ
ー
ス
配
信
代
行
業
を
新
た
に
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
原
石
は
県
内

に
溢
れ
て
い
る
か
ら
、
思
い
き
り
磨
き
を
か

け
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
で
メ
デ
ィ
ア
と
の
橋
渡

し
と
な
り
全
国
に
向
っ
て
輝
き
を
発
信
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
貢
献
し
た
い
。
折

し
も
、
沖
縄
県
よ
り
「
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
運
動
・

地
域
推
進
リ
ー
ダ
ー
」
の
職
を
拝
命
し
た
。

自
ら
の
出
演
番
組
や
講
演
活
動
を
通
し
て
、

社
会
へ
巣
立
っ
て
ゆ
く
若
者
が
働
く
場
に
恵

ま
れ
経
験
を
重
ね
る
中
で
人
生
の
目
標
や
自

信
、
生
き
が
い
を
み
つ
け
て
ゆ
く
、
そ
の
一

灯
の
役
割
を
微
力
な
が
ら
果
た
し
た
い
。

  　
奇
し
く
も
こ
の
原
稿
を
執
筆
中
、
神
戸
か

ら
来
沖
し
た
旧
友
に
誘
わ
れ
る
ま
ま
恩
納
の

海
に
潜
っ
て
驚
か
さ
れ
た
。
一
九
八
六
年
夏
、

ダ
イ
バ
ー
免
許
取
得
の
た
め
初
め
て
こ
の
島

に
訪
れ
毎
日
身
近
に
感
じ
て
い
た
海
。
色
と

り
ど
り
の
魚
の
群
れ
や
珊
瑚
礁
、
き
ら
め
く

水
の
美
し
い
光
景
が
当
時
と
何
ひ
と
つ
変
わ

る
こ
と
な
く
私
の
目
の
前
に
飛
び
込
ん
で
き

た
の
だ
。
多
忙
を
極
め
る
日
常
の
中
で
ふ
と

優
し
い
気
持
ち
に
な
れ
た
瞬
間
、
海
水
と
涙

の
塩
が
入
り
混
じ
っ
て
い
た
。
そ
の
昔
、
な

い
ち
ゃ
ー
嫁
に
な
る
覚
悟
を
も
抱
か
せ
た
海

の
仲
間
と
過
ご
し
た
沖
縄
、
青
春
時
代
の
映

像
が
走
馬
灯
の
様
に
よ
み
が
え
る
。
そ
し
て

私
は
今
、
め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
こ
の
地
で
生
か

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
先
、
未
知
な
る
挑

戦
に
自
ら
を
鼓
舞
さ
せ
な
が
ら
、
人
生
の
折

り
返
し
地
点
を
私
な
り
に
歩
ん
で
い
こ
う

と
、
心
新
た
に
決
意
す
る
。

若者達の「純粋パワー」は沖縄の宝
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１
．
は
じ
め
に

　　

日
本
や
ア
ジ
ア
諸
国
の
若
者
が
沖

縄
に
一
堂
に
会
し
、
共
同
生
活
す
る

中
、
優
れ
た
科
学
者
や
技
術
を
目
の

当
た
り
に
す
る
等
の
共
通
体
験
等
を

経
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
す
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
ア
ジ
ア
青
年

の
家
」（
主
催
：
内
閣
府
）
の
活
動

が
８
月
５
日
か
ら
24
日
の
約
３
週
間

の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
水
」

を
め
ぐ
る
環
境
問
題
を
テ
ー
マ
に
、

そ
の
現
状
を
知
り
、
問
題
解
決
に
向

け
た
意
欲
的
な
取
組
に
触
れ
、
同
時

に
、
科
学
技
術
の
素
晴
ら
し
さ
や
科

学
技
術
を
社
会
に
効
果
的
に
応
用
さ

せ
る
方
法
を
学
び
、
将
来
、
自
ら
の

力
で
世
界
の
人
々
の
役
に
立
つ
こ
と

を
行
お
う
と
す
る
チ
ャ
ン
レ
ン
ジ
精

神
を
育
く
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
国
内
に
つ
い
て
は
公

募
、
海
外
に
つ
い
て
は
各
国
の
関
係

機
関
か
ら
の
推
薦
で
決
定
し
た
15
歳

か
ら
17
歳
の
中
高
校
生
で
、
沖
縄
県

14
名
、
沖
縄
県
以
外
の
日
本
28
名
、

ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
（
A
S
E
A
N

各
国
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

タ
イ
、
ブ
ル
ネ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ

オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
）

及
び
中
国
、
韓
国
、
イ
ン
ド
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
）
34
名
の
総
勢
76
名
に
の
ぼ
り
ま

し
た
。

　
2
．
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

　　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
約
３
週
間
の
日

程
を
４
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
分
け
、

県
内
各
地
の
施
設
や
自
然
を
舞
台
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
期
間
中
は
、

異
な
る
言
語
を
母
国
語
と
す
る
若
者

同
士
の
交
流
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
英

語
を
基
本
言
語
と
し
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
日
本
人
参
加
者
に
つ
い
て

は
、
開
会
式
の
前
々
日
よ
り
、
２
日

間
に
亘
っ
て
、
事
前
研
修
を
行
い
、

英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
練
習
や
水
問
題
に
関
す
る
基
礎
知

識
を
学
び
、
本
番
に
備
え
ま
し
た
。

3
．
主
な
活
動

①
開
会
式
（
８
月
５
日
）

　

沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
宜
野
湾
市
）
で
開
か
れ
た
開
会
式

で
は
、
各
国
か
ら
の
参
加
者
が
紹
介

さ
れ
、
約
３
週
間
の
日
程
が
幕
を
開

け
ま
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
と
し
て
、「
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
じ
て
、
大
い
に
語
ら
い
、

刺
激
し
あ
う
こ
と
で
、
文
化
や
国
を

越
え
た
絆
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
将
来
を
見
据
え
、
自
分
が
何

を
し
た
い
の
か
、
そ
の
た
め
に
は
何

を
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
考
え
る
き
っ

か
け
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と

の
林
幹
雄
沖
縄
担
当
大
臣
の
期
待
を

込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
原
田
正
司
政

策
統
括
官
よ
り
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

引
き
続
き
、
岸
本
蘭
さ
ん
（
県
立

那
覇
国
際
高
等
学
校
２
年
）
が
参
加

青
年
代
表
と
し
て
、
英
語
で
力
強
く

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋

大
学
学
長
の
モ
ン
テ
・
カ
セ
ム
氏
が

基
調
講
演
を
行
い
、
水
が
地
球
に
も

た
ら
す
恵
み
と
災
害
に
つ
い
て
、
自

ら
の
研
究
や
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
の

大
津
波
で
母
国
ス
リ
ラ
ン
カ
が
被
災

し
た
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
た
経

験
な
ど
を
踏
ま
え
、
お
話
を
さ
れ
ま

し
た
。

②
第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
世
界
の
水
問

題
に
つ
い
て
）（
８
月
5
日
～
８
月
9
日
）

　

県
立
糸
満
青
年
の
家
を
拠
点
に
、

枝
廣
淳
子
氏
や
江
守
正
多
氏
に
よ
る

地
球
温
暖
化
に
関
す
る
講
義
、
沖
大

幹
氏
に
よ
る
世
界
の
水
問
題
に
関
す

る
講
義
や
村
瀬
誠
氏
に
よ
る
雨
水
利

用
に
関
す
る
講
義
な
ど
を
通
じ
て
、

主
に
資
源
と
し
て
の
「
水
」
に
つ
い

て
、新
し
い
知
識
を
得
る
と
と
も
に
、

参
加
者
同
士
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
首
里
城
、
平
和
祈
念
資
料

館
の
見
学
を
通
じ
て
、
沖
縄
の
歴
史

に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。

③
第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
海
洋
環
境
に

つ
い
て
～
渡
嘉
敷
の
自
然
を
題
材
に

～
）（
８
月
9
日
～
８
月
12
日
）

　

参
加
者
は
渡
嘉
敷
島
に
渡
り
、
海

浜
清
掃
活
動
を
通
じ
て
漂
着
ゴ
ミ
の

実
態
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
シ
ュ
ノ
ー

ケ
リ
ン
グ
や
土
屋
誠
氏
の
講
義
を
通

じ
て
、
サ
ン
ゴ
礁
の
美
し
さ
を
実
感

し
、
ま
た
、
そ
の
直
面
す
る
問
題
に

つ
い
て
学
習
す
る
な
ど
、
海
洋
環
境

に
つ
い
て
、
多
角
的
に
考
え
る
機
会

「アジア青年の家  2009」活動報告
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を
得
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者

の
出
身
地
域
の

抱
え
る
水
問
題

を
紹
介
し
あ
う

発
表
会
を
行
い
、

国
・
地
域
に
よ
っ

て
異
な
る
水
事

情
に
つ
い
て
、
お

互
い
の
意
見
を

交
換
し
ま
し
た
。

④
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
（
８
月
13
日
～
８
月

15
日
）

　

伊
江
島
で
の
民
泊

体
験
や
農
業
・
漁

業
等
の
体
験
を
通
じ

て
、
多
様
な
文
化
、

慣
習
を
肌
で
感
じ
取

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伊
江
島
の

貴
重
な
水
源
地
で
あ

る
湧
出
（
ワ
ジ
ー
）

の
清
掃
活
動
も
行
い

ま
し
た
。　

⑤
第
３
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
淡
水
生
態
系

の
保
全
と
海
水
の
淡
水
化
に
つ
い

て
）（
８
月
16
日
～
８
月
18
日
）

　

宜
野
座
村
の
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
教
育

研
修
所
に
舞
台
を
移
し
、
馬
場
繁
幸

氏
等
の
指
導
の
下
、
金
武
町
の
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
を
題
材
に
、
そ
の
再
生
や

保
全
に
つ
い
て
、
参
加
者
同
士
で

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
企
業
（
東
レ
株
式
会
社
）

の
海
水
淡
水
化
の
取
組
紹
介
や
北
谷

浄
水
場
・
海
水
淡
水
化
セ
ン
タ
ー
の

見
学
を
通
じ
、
科
学
技
術
を
活
用
し

た
環
境
問
題
解

決
に
向
け
た
取

組
の
一
例
を
学

び
、
科
学
技
術
の

可
能
性
に
つ
い

て
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

⑥
第
４
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
ま
と
め
）

（
８
月
19
日
～
８
月
24
日
）

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
終
盤
を
迎
え
、
沖

縄
科
学
技
術
研
究
基
盤
整
備
機
構

（
O
I
S
T
）
研
究
事
業
所
を
訪
問

し
、
現
在
開
学
に
向
け
た
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
沖
縄
科
学
技
術
大
学

院
大
学
の
概
要
説
明
を
伺
う
と
と
も

に
、
最
新
の
科
学
技
術
研
究
の
一
端

に
触
れ
、
参
加
青
年
の
好
奇
心
を
大

い
に
刺
激
す
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
ア
ジ
ア
青
年
の
家
構
想
推

進
に
係
る
有
識
者
会
議
座
長
で
も
あ

る
黒
川
清
氏
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
講
義
や
国
際
機
関
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
池
上
清
子
氏
や
村
田
俊
一

氏
の
講
義
は
、
参
加
者
が
自
ら
の
将

来
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
沖
縄
大
学
の
チ
ャ

ン
ド
ラ
ラ
ー
ル
教
授
の
指
導
の
下
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
や
チ
ュ
ー
タ
ー

の
協
力
を
得
つ
つ
、
参
加
者
同
士
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね
、
こ
れ

ま
で
学
習
し
て
き
た
成
果
を
「
お
き

な
わ
水
環
境
宣
言
」
に
と
り
ま
と
め

る
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
20
日
よ
り
、
昨
年
度
の
参

加
青
年
の
代
表
が
一
行
に
加
わ
り
、

昨
年
度
の
経
験
や
そ
の
経
験
が
そ
の

後
の
学
校
生
活
に
与
え
た
影
響
な
ど

に
つ
い
て
、
本
年
度
の
参
加
者
に
伝

え
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

⑦
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
（
８
月
22
日
～

８
月
23
日
）

　

ま
と
め
に
向
け
た
取
組
の
一

環
と
し
て
、「
ア
ジ
ア
青
年
の
家

２
０
０
９
」
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
ま
し
た
。本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

半
導
体
研
究
の
権
威
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
西
澤
潤
一
氏
や
宇
宙
飛
行
士

と
し
て
も
有
名
な
日
本
科
学
未
来
館

の
毛
利
衛
氏
な
ど
、
各
界
の
第
一
人

者
の
講
義
を
聴
講
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
水
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
水
」
を
め

ぐ
る
環
境
問
題
に

つ
い
て
、
総
括
す

る
絶
好
の
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
県
内
の
大
学

等
の
多
彩
な
展
示

も
参
加
者
の
関
心

を
引
き
ま
し
た
。

⑧
閉
会
式
（
８
月
24
日
）

　

万
国
津
梁
館
（
名
護
市
）
で
開
か

れ
た
閉
会
式
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

利
用
し
た
活
動
報
告
と
参
加
者
に
よ

る
成
果
報
告
「
お
き
な
わ
水
環
境
宣

言
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
ア
ジ
ア
青
年
の
家
構

想
推
進
に
係
る
有
識
者
会
議
」
メ
ン

バ
ー
の
有
馬
朗
人
氏
か
ら
、
今
回
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
日
程
を
終
え
た
参

加
者
に
対
し
て
、
激
励
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

４　

お
わ
り
に

　

約
３
週
間
の
日
程
で
行
わ
れ
た

「
ア
ジ
ア
青
年
の
家
２
０
０
９
」
は
、

こ
う
し
て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
期
間
中
、
参
加
者
は

言
葉
の
壁
や
体
調
管
理
な
ど
に
苦
し

み
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
克
服
し
、
異

な
っ
た
環
境
・
文
化
の
中
で
育
っ
た

同
年
代
の
若
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
様
々
な
考
え
方
に

触
れ
た
こ
と
は
、
参
加
者
の
将
来
に

と
っ
て
大
き
な
財
産
と
な
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、「
ア
ジ

ア
青
年
の
家
２
０
０
９
」
の
実
施
に

あ
た
り
ま
し
て
、
沖
縄
県
や
地
元
大

学
等
か
ら
な
る「
ア
ジ
ア
青
年
の
家
」

沖
縄
推
進
協
議
会
を
は
じ
め
、
多
く

の
関
係
機
関
・
関
係
者
の
皆
様
に
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
で

紙
面
を
借
り
て
、
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

「アジア青年の家  2009」活動報告

※
内
閣
府
で
は
、「
ア
ジ
ア
青
年
の
家
」
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
講
師
陣
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
参
加
者
に
よ
る
日
々
の
活
動
日

誌
な
ど
を
紹
介
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公

開
し
て
い
ま
す
。

ア
ド
レ
ス
はhttp://ayepo.go.jp

シュノーケリング

湧出（ワジー）清掃活動

マングローブ見学

オープンセミナーの様子
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管
内
経
済
情
勢
報
告

・
観
光
は
入
込
客
数
の
減
少
な
ど
か
ら
引
き
続
き
弱
い
動
き
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
産
活
動
は
弱
含
み
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

・
公
共
事
業
は
前
年
を
上
回
り
、
個
人
消
費
は
一
部
に
持
ち
直
し
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
も
の
の
引
き
続
き
弱
含
ん
で
お
り
、
住
宅
建
設
は
前
年
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。

・
雇
用
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
21
年
度
の
設
備
投
資
（
含
む
電
力
）
は
前
年
度
を
上
回
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
企
業
収
益
は
減
益
見
通
し
、
21
年
４
〜
６
月
期
の

企
業
の
景
況
感
は
「
下
降
」
が
「
上
昇
」
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

・
先
行
き
に
関
し
て
は
、
各
種
政
策
効
果
を
受
け
た
持
ち
直
し
の
動
き
も
期
待
さ
れ
る
が
、
主
力
の
観
光
は
、
当
面
厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の
と

懸
念
さ
れ
ま
す
。

財務部

総括判断

全体として厳しくなっている

H21年4～6月

厳しさが続いている

前回との比較

その他の
項目の動向

■
住
宅
建
設   

住
宅
建
設
を
新
設
住
宅
着

工
戸
数
で
み
る
と
、
こ
の
と
こ
ろ
持
家
が

低
調
な
動
き
と
な
り
、
分
譲
住
宅
は
前
年

を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全

体
で
は
前
年
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

       

■
設
備
投
資
　
21
年
度
の
設
備
投
資
計
画

額
を
法
人
企
業
景
気
予
測
調
査
（
21
年
４

〜
６
月
期
）
で
み
る
と
、
除
く
電
気
・
ガ

ス
・
水
道
で
は
前
年
度
を
28
・
６
％
下
回

る
も
の
の
、
電
力
が
全
体
を
押
し
上
げ
、

全
産
業
で
は
前
年
度
を
16
・
４
％
上
回
る

見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

■
公
共
事
業

　公
共
事
業
の
動
向
を
公
共

工
事
前
払
金
保
証
請
負
額
（
累
計
）
で
み

る
と
、
前
年
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

■
生
産
活
動

　製
造
業
の
生
産
活
動
は
、

窯
業
・
土
石
で
は
、
公
共
工
事
向
け
需
要

か
ら
生
コ
ン
の
出
荷
量
は
増
加
し
て
い
ま

す
。
金
属
製
品
、
鉄
鋼
で
は
、
県
外
向
け

が
低
調
な
こ
と
か
ら
鉄
骨
、
ア
ル
ミ
建
材

や
棒
鋼
の
出
荷
量
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

食
料
品
で
は
、
酒
類
の
一
部
で
県
外
向
け

出
荷
が
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
食
肉
加

工
品
で
は
前
年
を
下
回
っ
て
お
り
、
全
体

で
は
低
調
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
生
産
活
動
は
弱
含
み
で

推
移
し
て
い
ま
す
。

■
企
業
収
益

　経
常
利
益
を
法
人
企
業
景

気
予
測
調
査
（
21
年
４
〜
６
月
期
）
で
み

る
と
、
21
年
度
上
期
は
、
全
産
業
で
７
・

２
％
の
減
益
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
21
年
度
下
期
は
、
全
産
業
で
４
・
７
％

の
減
益
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

  

21
年
度
通
期
は
、
全
産
業
で
６
・
０
％

の
減
益
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
企
業
の
景
況
感
　
企
業
の
景
況
判
断
Ｂ

Ｓ
Ｉ
を
法
人
企
業
景
気
予
測
調
査
（
21
年

４
〜
６
月
期
）
で
み
る
と
、
製
造
業
で

は
、
「
下
降
」
と
す
る
企
業
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
「
上
昇
」
超
に
転

じ
て
い
ま
す
。
非
製
造
業
で
は
、
建
設
、

運
輸
・
郵
便
な
ど
で
「
下
降
」
と
す
る
企

業
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
「
下

降
」
超
幅
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
結
果
、
全
産
業
で
は
、
「
下
降
」

超
幅
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
個
人
消
費
を
み
る
と
、百
貨
店
は
、主

力
で
あ
る
衣
料
品
の
不
振
が
続
い
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、前
年
を
下
回
っ
て
い

ま
す
。主
要
ス
ー
パ
ー
は
、衣
料
品
が
引

き
続
き
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、飲
食
料

品
や
家
庭
用
品
は
新
規
出
店
の
効
果

な
ど
か
ら
増
加
し
て
い
ま
す
。コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
、た
ば
こ
の
売
上
げ
増

な
ど
か
ら
、前
年
を
上
回
って
い
ま
す
。

　
耐
久
消
費
財
の
動
向
を
み
る
と
、新

車
販
売
は
、普
通
乗
用
車
、小
型
乗
用

車
及
び
軽
自
動
車
い
ず
れ
も
前
年
を

下
回
っ
て
い
る
も
の
の
、中
古
車
販
売
は

横
ば
い
と
な
って
い
ま
す
。ま
た
、こ
の
と

こ
ろ
前
年
を
下
回
っ
て
い
た
家
電
販
売

は
、エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
効
果
な
ど
に
よ

り
薄
型
テ
レ
ビ
や
白
物
家
電
に
動
き
が

み
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、個
人
消
費
は
、一部
に
持

ち
直
し
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
も
の
の
引

き
続
き
弱
含
ん
で
い
ま
す
。

　
観
光
入
込
客
数
は
、内
外
経
済
情
勢

の
影
響
を
受
け
た
旅
行
需
要
の
低
迷

に
加
え
、他
地
域
と
の
競
合
激
化
や
新

型
イ
ン
フ
ル
エン
ザ
の
影
響
、ク
ル
ー
ズ
船

の
減
少
な
ど
に
よ
り
、前
年
を
下
回
って

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、観
光
関
連
施
設
入

場
者
数
や
主
要
ホ
テ
ル
の
客
室
単
価
、

客
室
稼
働
率
は
、引
続
き
前
年
を
下
回

って
い
ま
す
。　

　
こ
の
よ
う
に
、観
光
は
引
き
続
き
弱

い
動
き
と
な
って
い
ま
す
。

　
先
行
き
に
つい
て
は
、厳
し
い
国
内
情

勢
の
影
響
を
受
け
た
旅
行
需
要
の
低

迷
な
ど
に
よ
り
、当
面
厳
し
い
状
況
が

続
く
も
の
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
一
般
職
業
紹
介
状
況
を
み
る
と
、

新
規
求
人
数
が
引
き
続
き
減
少
し
て

い
る
ほ
か
、
新
規
求
職
者
数
も
県
外

雇
用
か
ら
の
離
職
の
影
響
な
ど
か
ら

増
加
し
て
お
り
、
有
効
求
人
倍
率

（
季
調
値
）
は
更
に
低
下
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
県
外
か
ら
の
受
求
人
数

は
引
き
続
き
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
雇
用
情
勢
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

■大型小売店等販売額、家電卸売額、新車登録台数（前年比）

■主要ホテルの客室稼働率（前年差）、客室単価（前年比） ■観光入込客数（前年比）

■有効求人倍率 ■新規求人数（前年比）

主要項目の動向

❶
個人消費

主要項目の動向

❷
観　　光

主要項目の動向

❸
雇用情勢

一
部
に
持
ち
直
し
の
兆
し
が
み
ら
れ
る

も
の
の
引
き
続
き
弱
含
ん
で
い
る

引
き
続
き
弱
い
動
き

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

（資料）
大型小売店等販売額、
家電卸売額：当局調査
新車登録台数：
沖縄県自動車販売協会

（％）
大型小売店等販売額 家電卸売額 新車登録台数

（％）
客室単価 客室稼働率

（千人）

（資料）沖縄県（資料）当局調査
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H21年1～3月期

管
内
経
済
は
、
公
共
事
業
は
前
年
を
上
回
り
、
個
人
消
費
が
一
部
に
持
ち
直
し
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
も
の
の
引

き
続
き
弱
含
ん
で
お
り
、
雇
用
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
観
光
が
引
き
続
き
弱
い
動
き
と
な
る
な
ど
、
厳

し
さ
が
続
い
て
い
ま
す
。

▲12.0

新規求人数
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管
内
経
済
情
勢
報
告

・
観
光
は
入
込
客
数
の
減
少
な
ど
か
ら
引
き
続
き
弱
い
動
き
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
産
活
動
は
弱
含
み
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

・
公
共
事
業
は
前
年
を
上
回
り
、
個
人
消
費
は
一
部
に
持
ち
直
し
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
も
の
の
引
き
続
き
弱
含
ん
で
お
り
、
住
宅
建
設
は
前
年
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。

・
雇
用
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
21
年
度
の
設
備
投
資
（
含
む
電
力
）
は
前
年
度
を
上
回
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
企
業
収
益
は
減
益
見
通
し
、
21
年
４
〜
６
月
期
の

企
業
の
景
況
感
は
「
下
降
」
が
「
上
昇
」
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

・
先
行
き
に
関
し
て
は
、
各
種
政
策
効
果
を
受
け
た
持
ち
直
し
の
動
き
も
期
待
さ
れ
る
が
、
主
力
の
観
光
は
、
当
面
厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の
と

懸
念
さ
れ
ま
す
。

財務部

総括判断

全体として厳しくなっている

H21年4～6月

厳しさが続いている

前回との比較

その他の
項目の動向

■
住
宅
建
設   

住
宅
建
設
を
新
設
住
宅
着

工
戸
数
で
み
る
と
、
こ
の
と
こ
ろ
持
家
が

低
調
な
動
き
と
な
り
、
分
譲
住
宅
は
前
年

を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全

体
で
は
前
年
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

       

■
設
備
投
資
　
21
年
度
の
設
備
投
資
計
画

額
を
法
人
企
業
景
気
予
測
調
査
（
21
年
４

〜
６
月
期
）
で
み
る
と
、
除
く
電
気
・
ガ

ス
・
水
道
で
は
前
年
度
を
28
・
６
％
下
回

る
も
の
の
、
電
力
が
全
体
を
押
し
上
げ
、

全
産
業
で
は
前
年
度
を
16
・
４
％
上
回
る

見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

■
公
共
事
業

　公
共
事
業
の
動
向
を
公
共

工
事
前
払
金
保
証
請
負
額
（
累
計
）
で
み

る
と
、
前
年
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

■
生
産
活
動

　製
造
業
の
生
産
活
動
は
、

窯
業
・
土
石
で
は
、
公
共
工
事
向
け
需
要

か
ら
生
コ
ン
の
出
荷
量
は
増
加
し
て
い
ま

す
。
金
属
製
品
、
鉄
鋼
で
は
、
県
外
向
け

が
低
調
な
こ
と
か
ら
鉄
骨
、
ア
ル
ミ
建
材

や
棒
鋼
の
出
荷
量
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

食
料
品
で
は
、
酒
類
の
一
部
で
県
外
向
け

出
荷
が
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
食
肉
加

工
品
で
は
前
年
を
下
回
っ
て
お
り
、
全
体

で
は
低
調
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
生
産
活
動
は
弱
含
み
で

推
移
し
て
い
ま
す
。

■
企
業
収
益

　経
常
利
益
を
法
人
企
業
景

気
予
測
調
査
（
21
年
４
〜
６
月
期
）
で
み

る
と
、
21
年
度
上
期
は
、
全
産
業
で
７
・

２
％
の
減
益
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
21
年
度
下
期
は
、
全
産
業
で
４
・
７
％

の
減
益
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

  

21
年
度
通
期
は
、
全
産
業
で
６
・
０
％

の
減
益
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
企
業
の
景
況
感
　
企
業
の
景
況
判
断
Ｂ

Ｓ
Ｉ
を
法
人
企
業
景
気
予
測
調
査
（
21
年

４
〜
６
月
期
）
で
み
る
と
、
製
造
業
で

は
、
「
下
降
」
と
す
る
企
業
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
「
上
昇
」
超
に
転

じ
て
い
ま
す
。
非
製
造
業
で
は
、
建
設
、

運
輸
・
郵
便
な
ど
で
「
下
降
」
と
す
る
企

業
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
「
下

降
」
超
幅
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
結
果
、
全
産
業
で
は
、
「
下
降
」

超
幅
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
個
人
消
費
を
み
る
と
、百
貨
店
は
、主

力
で
あ
る
衣
料
品
の
不
振
が
続
い
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、前
年
を
下
回
っ
て
い

ま
す
。主
要
ス
ー
パ
ー
は
、衣
料
品
が
引

き
続
き
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、飲
食
料

品
や
家
庭
用
品
は
新
規
出
店
の
効
果

な
ど
か
ら
増
加
し
て
い
ま
す
。コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
、た
ば
こ
の
売
上
げ
増

な
ど
か
ら
、前
年
を
上
回
って
い
ま
す
。

　
耐
久
消
費
財
の
動
向
を
み
る
と
、新

車
販
売
は
、普
通
乗
用
車
、小
型
乗
用

車
及
び
軽
自
動
車
い
ず
れ
も
前
年
を

下
回
っ
て
い
る
も
の
の
、中
古
車
販
売
は

横
ば
い
と
な
って
い
ま
す
。ま
た
、こ
の
と

こ
ろ
前
年
を
下
回
っ
て
い
た
家
電
販
売

は
、エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
効
果
な
ど
に
よ

り
薄
型
テ
レ
ビ
や
白
物
家
電
に
動
き
が

み
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、個
人
消
費
は
、一部
に
持

ち
直
し
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
も
の
の
引

き
続
き
弱
含
ん
で
い
ま
す
。

　
観
光
入
込
客
数
は
、内
外
経
済
情
勢

の
影
響
を
受
け
た
旅
行
需
要
の
低
迷

に
加
え
、他
地
域
と
の
競
合
激
化
や
新

型
イ
ン
フ
ル
エン
ザ
の
影
響
、ク
ル
ー
ズ
船

の
減
少
な
ど
に
よ
り
、前
年
を
下
回
って

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、観
光
関
連
施
設
入

場
者
数
や
主
要
ホ
テ
ル
の
客
室
単
価
、

客
室
稼
働
率
は
、引
続
き
前
年
を
下
回

って
い
ま
す
。　

　
こ
の
よ
う
に
、観
光
は
引
き
続
き
弱

い
動
き
と
な
って
い
ま
す
。

　
先
行
き
に
つい
て
は
、厳
し
い
国
内
情

勢
の
影
響
を
受
け
た
旅
行
需
要
の
低

迷
な
ど
に
よ
り
、当
面
厳
し
い
状
況
が

続
く
も
の
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
一
般
職
業
紹
介
状
況
を
み
る
と
、

新
規
求
人
数
が
引
き
続
き
減
少
し
て

い
る
ほ
か
、
新
規
求
職
者
数
も
県
外

雇
用
か
ら
の
離
職
の
影
響
な
ど
か
ら

増
加
し
て
お
り
、
有
効
求
人
倍
率

（
季
調
値
）
は
更
に
低
下
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
県
外
か
ら
の
受
求
人
数

は
引
き
続
き
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
雇
用
情
勢
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

■大型小売店等販売額、家電卸売額、新車登録台数（前年比）

■主要ホテルの客室稼働率（前年差）、客室単価（前年比） ■観光入込客数（前年比）

■有効求人倍率 ■新規求人数（前年比）

主要項目の動向

❶
個人消費

主要項目の動向

❷
観　　光

主要項目の動向

❸
雇用情勢

一
部
に
持
ち
直
し
の
兆
し
が
み
ら
れ
る

も
の
の
引
き
続
き
弱
含
ん
で
い
る

引
き
続
き
弱
い
動
き

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

（資料）
大型小売店等販売額、
家電卸売額：当局調査
新車登録台数：
沖縄県自動車販売協会

（％）
大型小売店等販売額 家電卸売額 新車登録台数

（％）
客室単価 客室稼働率

（千人）

（資料）沖縄県（資料）当局調査
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年
1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

21
年
1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

（倍） （％）

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

対前年比H18 H19 H20 H21

▲40

▲30

▲20

▲10

0

10

20

30

40

▲12
▲10
▲8
▲6
▲4
▲2
0
2
4
6
8

16
年
17
年
18
年
19
年
20
年

18
年
3
月

5
月

7
月

9
月

11
月

5
月

3
月

7
月

9
月

11
月

5
月

3
月

7
月

9
月

11
月

19
年
1
月

20
年
1
月

21
年
1
月

3
月

5
月

20/4 5 6 7 8 9 10 11 12 21/1 2 3 4 5 6

▲3.6

▲2.9

▲3.4

▲23.1

（資料）沖縄労働局（資料）沖縄労働局

▲30
▲25
▲20
▲15
▲10
▲5
0
5
10
15
20

（％）

管内経済情勢報告（平成21年７月）

4.4

▲1.7

18
年
3
月

5
月

7
月

9
月

11
月

19
年
1
月

20
年
1
月

21
年
1
月

3
月

3
月

5
月

5
月

7
月

9
月

11
月

3
月

5
月

7
月

11
月

9
月

0.20
0.25
0.30
0.35
0.40
0.45
0.50
0.55

有効求人倍率

▲20
▲10
0
10
20

0.27

0.38

H21年1～3月期

管
内
経
済
は
、
公
共
事
業
は
前
年
を
上
回
り
、
個
人
消
費
が
一
部
に
持
ち
直
し
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
も
の
の
引

き
続
き
弱
含
ん
で
お
り
、
雇
用
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
観
光
が
引
き
続
き
弱
い
動
き
と
な
る
な
ど
、
厳

し
さ
が
続
い
て
い
ま
す
。

▲12.0

新規求人数
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仕事の窓仕事の窓

農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
の

       

さ
ら
な
る
促
進
に
向
け
て

農林水産部

仕事の窓仕事の窓

沖
縄
県
に
お
け
る
カ
ン
キ
ツ

グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
対
策

カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
の
対
策
は
？

　
カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
の
ま
ん
延
拡
大
は
凄
ま
じ
く
、
平
成
14
年
に
与
論
島
、
平
成

15
年
に
喜
界
島
で
発
生
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
奄
美
群
島
に
も
侵
入
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

国
は
、
平
成
19
年
に
植
物
防
疫
法
施
行
規
則
の
改
正
に
よ
り
、
与
論
島
〜
徳
之
島
を
ミ
カ
ン

な
ど
の
苗
木
の
移
動
規
制
対
象
地
域
と
す
る
と
と
も
に
、
喜
界
島
で
、
早
期
根
絶
を
目
指
し

て
緊
急
防
除
を
開
始
し
ま
し
た
。

「
総
合
的
な
輸
出
戦
略
」の
改
訂

  

全
国
協
議
会
で
は
、農
林
水
産
物
等
の
輸

出
額
を
平
成
25
年
ま
で
に
１
兆
円
規
模
に
す

る
と
い
う
目
標
の
実
現
に
向
け
、会
員
が一体

と
な
り
、「
我
が
国
農
林
水
産
物・食
品
の
総

合
的
な
輸
出
戦
略
」に
沿
って
、取
組
を
推
進

し
て
い
ま
す
。総
会
で
は
、昨
今
の
厳
し
い
輸

出
環
境
に
か
ん
が
み
、同
戦
略
の
改
訂
が
了

承
さ
れ
ま
し
た
。

 

対
象
に
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
な
ど
を
追
加

　
ま
た
、こ
の
改
訂
の
中
で
、こ
れ
ま
で
対
象

外
だ
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
、た
ば
こ
及
び
真

珠
に
つい
て
も
、輸
出
の
目
標
金
額
に
含
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。特
に
日
本
食
文

化
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
ア
ル
コ
ー
ル

飲
料
に
つい
て
は
、他
の
食
材
と一体
的
な
Ｐ
Ｒ

に
よ
る
輸
出
の
促
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

 

世
界
が
認
め
る
日
本
の
食
１
５
０

  

日
本
が
誇
る
食
材
に
つい
て
、「
豊
か
な
食
で
世

界
の
人
々
を
幸
せ
に
」を
標
語
に
掲
げ
、海
外
へ

の
輸
出
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
そ
の一環
と
し
て
、「
世
界
が
認
め
る
日
本
の

食
１
５
０
」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

 

日
本
食
海
外
普
及
功
労
者
表
彰

 

海
外
に
在
住
し
、日
本
食
、日
本
食
材
そ
の

他
日
本
産
農
林
水
産
物
の
海
外
で
の
紹
介
、

普
及
な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、農

林
水
産
大
臣
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、５
名
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
す
が
、そ
の一人
に
沖
縄
県
旧
具
志
川
市
出

身
の
当
銘
由
盛
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

輸
出
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
会
の
開
催

（
22
年
２
月
頃
開
催
予
定
）

●
輸
出
促
進
セ
ミ
ナ
ー

 

輸
出
に
関
す
る
有
識
者
を

講
師
に
招
き
、体
験
談
や

ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
情
報
提
供

を
行
い
ま
す
。

●
展
示・商
談
会

 

輸
出
を
希
望
す
る
事
業
者

に
対
し
、国
内
外
の
商
社・

バ
イ
ヤ
ー
と
商
談
を
行
う

場
を
提
供
し
ま
す
。

●
輸
出
産
品
発
掘
会

 

バ
イ
ヤ
ー
、在
日
外
国
人
等

に
よ
る
試
食
会
を
通
じ
て
、

今
後
海
外
で
売
れ
る
輸
出

産
品
を
発
掘
す
る
場
を
提

供
し
ま
す
。

 【
お
問
い
合
わ
せ
】

   

沖
縄
総
合
事
務
局

　
農
林
水
産
部
農
政
課

カンキツグリーニング病に罹病したシークワーシャー

病徴の１つ（葉の黄化） ミカンキジラミ

農林水産部
１
．カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
と
は
？

　
カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
は
、か
ん
き
つ

樹
の
病
気
の一つ
で
、主
に
東
南
ア
ジ
ア
や
ア

フ
リ
カ
な
ど
で
発
生
し
て
お
り
、発
生
し
た

地
域
で
は
か
ん
き
つ
園
が
廃
園
に
な
る
ほ
ど

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。そ
の
感

染
樹
の
多
く
は
、数
年
以
内
に
衰
弱・枯
死

し
ま
す
。本
病
は
接
ぎ
木
や
取
り
木
の
ほ

か
、沖
縄
に
生
息
す
る
ミ
カ
ン
キ
ジ
ラ
ミ
と
い

う
虫
に
よ
って
伝
染
し
ま
す
。

　
沖
縄
県
内
で
は
、昭
和
63
年
に
西
表
島
、

平
成
６
年
に
沖
縄
本
島
の
糸
満
市
で
発
生

が
確
認
さ
れ
た
た
め
、国
で
は
、沖
縄
県
全

域
を
規
制
対
象
地
域
と
し
て
、平
成
９
年
に

植
物
防
疫
法
に
基
づ
く
移
動
規
制
措
置
を

開
始
し
て
い
ま
す
。（
苗
木
に
つ
い
て
は
検
査

に
合
格
す
れ
ば
持
ち
出
せ
ま
す
。詳
し
く
は

那
覇
植
物
防
疫
事
務
所【
０
９
８・8
6
8・

1
6
7
9
】ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）

２
．カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
の

防
除
の
方
法
は
？

　
①
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
樹
を
見
つ
け
次

第
伐
採
す
る
、②
ミ
カ
ン
キ
ジ
ラ
ミ
の
薬
剤

防
除
に
よ
り
虫
に
よ
る
伝
染
を
防
ぐ
、③
病

気
に
か
か
っ
て
い
な
い
樹
か
ら
接
ぎ
木
や
取

り
木
を
行
い
、人
が
病
気
を
広
げ
な
い
と
い

う
３
点
が
重
要
で
す
。万
が
一
、カ
ン
キ
ツ
グ

リ
ー
ニ
ン
グ
病
か
な
？
と
思
っ
た
ら
、直
ち
に

沖
縄
県
や
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
等
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。な
お
、ミ
カ
ン
キ
ジ
ラ
ミ
は
ゲ
ッ
キ
ツ

を
好
む
こ
と
か
ら
、か
ん
き
つ
樹
と
同
時
に

薬
剤
防
除
を
実
施
す
る
と
効
果
的
で
す
。

●

　
沖
縄
県
内
に
お
い
て
も
、沖
縄
県
や
市
町

村
や
Ｊ
Ａ
等
の
協
力
の
下
、カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー

ニ
ン
グ
病
の
感
染
樹
の
調
査
や
伐
採
等
を
実

施
し
、防
除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。カ
ン
キ
ツ

グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
の
感
染
樹
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、そ
こ
か
ら
病
気
が
拡
大
す
る

危
険
性
が
高
く
な
る
た
め
、持
ち
主
の
方
に

早
期
伐
採
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、今
年
度
か
ら
沖
縄
県
で
は
、本
島

北
部
の
大
宜
味
村
に
お
い
て
、カ
ン
キ
ツ
グ

リ
ー
ニ
ン
グ
病
に
対
す
る
新
し
い
事
業
を
開

始
し
て
い
ま
す
。限
ら
れ
た
地
域
で
は
あ
り

ま
す
が
、こ
れ
ま
で
の
沖
縄
県
の
調
査
の
結

果
、感
染
樹
が
な
く
、ミ
カ
ン
キ
ジ
ラ
ミ
の
い

な
い
地
域
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
事
業
は
、こ
れ
ら
の
地
域
と
そ
の

周
辺
地
域
に
お
い
て
、重
点
的
に
防
除
や
調

査
を
実
施
し
、カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
の

侵
入
を
防
止
す
る
も
の
で
す
。し
た
が
っ
て

新
し
い
事
業
を
実
施
し
て
い
る
地
域
に
苗
の

持
ち
込
み
等
を
す
る
場
合
、事
前
に
検
定

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、

沖
縄
県
病
害
虫
防
除
技
術
セ
ン
タ
ー

【
0
9
8・8
8
6・3
8
8
0
】

大
宜
味
村
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
振
興
室

【
0
9
8
0・4
4・3
0
8
4
】

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
な
お
こ
の
地
域
か
ら
も
ミ
カ
ン
な
ど
の
苗
木

を
県
外
に
持
ち
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

3 2

改訂のポイント
●既存の重点個別
品目と重点国・地
域に加え、新たに
支援事業をさらに
集中的に実施する
品目・地域を設定し
フロンティアを開拓
●戦略的な広報を実
施するとともに、現
地商流ネットワーク
の構築により海外
のさらなる需要開
拓を図る

など

農
林
水
産
物
等
輸
出
促
進
全
国

協
議
会
総
会
の
主
な
内
容

●日本食10選：
日本食材の海外での認知度を更に高め、販路を拡大していくためのシンボルとして、
代表的な１０種類（ごはん、みそ汁、すし、さしみなど）を選定し、その素材や調味料、提
供方法も含めて発信

●加工食品40選 ：
特に輸出取引が容易なもののうち、海外の方々の味覚に合う商品をコンテストで選
考し、参考事例として内外に紹介
　●粟国の塩・釜炊き（(株)沖縄海塩研究所）  など

●輸出取組事例100：
輸出に意欲的に取り組んでいる事例を紹介
　●モズクを中国などへ（沖縄県漁業協同組合連合会等）
　●沖縄県野菜、果実を香港へ（㈱沖縄県物産公社・㈲山元商店）
　●鶏卵をシンガポールへ（㈱沖縄県物産公社・㈾瀬底養鶏場）
　●泡盛をアメリカ、香港等へ（瑞泉酒造㈱）     など

○輸出促進のホームページ ・沖縄総合事務局　http://www.ogb.go.jp/nousui/nousui_yushutu.html
 ・農 林 水 産 省　http://www.maff.go.jp/j/export/index.html

当銘由盛さん
国・地域：アメリカ・カリフォルニア州

現　　職：日本食レストラン

　　　　　　「Sushi Ran（すし蘭）」オーナー

　　　　　北カリフォルニア日本食レストラン協会会長

功　　績：伝統的な日本食を熟知したシェフと西洋料理の知識

・技術に長けたシェフを両腕とし、日本食の基本・

伝統を大事にしつつ、米国人に愛される日本食レス

トランのスタイルを確立。また、北カリフォルニア

日本食レストラン協会会長として、積極的に日本食

文化の普及活動に努めている。

沖縄県

大東諸島

宮古群島

与論島

沖永良部島

奄美大島

徳之島

八重山諸島

本土

持ち込み
STOP

　
我
が
国
の
高
品
質
な
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
を
一
層
促
進
す
る
た
め
、
全
国
の
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
た
取
組
の
推
進
を

目
的
と
し
て
、
「
農
林
水
産
物
等
輸
出
促
進
全
国
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
か
ら
も
沖
縄
地
域
農
林
水
産
物
等
輸

出
促
進
協
議
会
（
事
務
局
：
沖
縄
総
合
事
務
局
農
林
水
産
部
農
政
課
）
が
会
員
と
し
て
参
画
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
６
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
協
議
会
総
会
の
内
容
を
ご
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
沖
縄
に
お
け
る
輸
出
促
進

の
取
組
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

沖
縄
に
お
け
る
今
後
の
取
組

持ち出し
STOP

持ち出し＆持ち込みができない苗木

ゲッキツの苗木ミカンの苗木
（シークワシャー、
タンカン等）

写真：那覇植物防疫事務所提供
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仕事の窓仕事の窓

農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
の

       

さ
ら
な
る
促
進
に
向
け
て

農林水産部

仕事の窓仕事の窓

沖
縄
県
に
お
け
る
カ
ン
キ
ツ

グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
対
策

カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
の
対
策
は
？

　
カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
の
ま
ん
延
拡
大
は
凄
ま
じ
く
、
平
成
14
年
に
与
論
島
、
平
成

15
年
に
喜
界
島
で
発
生
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
奄
美
群
島
に
も
侵
入
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

国
は
、
平
成
19
年
に
植
物
防
疫
法
施
行
規
則
の
改
正
に
よ
り
、
与
論
島
〜
徳
之
島
を
ミ
カ
ン

な
ど
の
苗
木
の
移
動
規
制
対
象
地
域
と
す
る
と
と
も
に
、
喜
界
島
で
、
早
期
根
絶
を
目
指
し

て
緊
急
防
除
を
開
始
し
ま
し
た
。

「
総
合
的
な
輸
出
戦
略
」の
改
訂

  

全
国
協
議
会
で
は
、農
林
水
産
物
等
の
輸

出
額
を
平
成
25
年
ま
で
に
１
兆
円
規
模
に
す

る
と
い
う
目
標
の
実
現
に
向
け
、会
員
が一体

と
な
り
、「
我
が
国
農
林
水
産
物・食
品
の
総

合
的
な
輸
出
戦
略
」に
沿
って
、取
組
を
推
進

し
て
い
ま
す
。総
会
で
は
、昨
今
の
厳
し
い
輸

出
環
境
に
か
ん
が
み
、同
戦
略
の
改
訂
が
了

承
さ
れ
ま
し
た
。

 

対
象
に
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
な
ど
を
追
加

　
ま
た
、こ
の
改
訂
の
中
で
、こ
れ
ま
で
対
象

外
だ
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
、た
ば
こ
及
び
真

珠
に
つい
て
も
、輸
出
の
目
標
金
額
に
含
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。特
に
日
本
食
文

化
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
ア
ル
コ
ー
ル

飲
料
に
つい
て
は
、他
の
食
材
と一体
的
な
Ｐ
Ｒ

に
よ
る
輸
出
の
促
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

 

世
界
が
認
め
る
日
本
の
食
１
５
０

  

日
本
が
誇
る
食
材
に
つい
て
、「
豊
か
な
食
で
世

界
の
人
々
を
幸
せ
に
」を
標
語
に
掲
げ
、海
外
へ

の
輸
出
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
そ
の一環
と
し
て
、「
世
界
が
認
め
る
日
本
の

食
１
５
０
」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

 

日
本
食
海
外
普
及
功
労
者
表
彰

 

海
外
に
在
住
し
、日
本
食
、日
本
食
材
そ
の

他
日
本
産
農
林
水
産
物
の
海
外
で
の
紹
介
、

普
及
な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、農

林
水
産
大
臣
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、５
名
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
す
が
、そ
の一人
に
沖
縄
県
旧
具
志
川
市
出

身
の
当
銘
由
盛
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

輸
出
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
会
の
開
催

（
22
年
２
月
頃
開
催
予
定
）

●
輸
出
促
進
セ
ミ
ナ
ー

 

輸
出
に
関
す
る
有
識
者
を

講
師
に
招
き
、体
験
談
や

ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
情
報
提
供

を
行
い
ま
す
。

●
展
示・商
談
会

 

輸
出
を
希
望
す
る
事
業
者

に
対
し
、国
内
外
の
商
社・

バ
イ
ヤ
ー
と
商
談
を
行
う

場
を
提
供
し
ま
す
。

●
輸
出
産
品
発
掘
会

 

バ
イ
ヤ
ー
、在
日
外
国
人
等

に
よ
る
試
食
会
を
通
じ
て
、

今
後
海
外
で
売
れ
る
輸
出

産
品
を
発
掘
す
る
場
を
提

供
し
ま
す
。

 【
お
問
い
合
わ
せ
】

   

沖
縄
総
合
事
務
局

　
農
林
水
産
部
農
政
課

カンキツグリーニング病に罹病したシークワーシャー

病徴の１つ（葉の黄化） ミカンキジラミ

農林水産部
１
．カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
と
は
？

　
カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
は
、か
ん
き
つ

樹
の
病
気
の一つ
で
、主
に
東
南
ア
ジ
ア
や
ア

フ
リ
カ
な
ど
で
発
生
し
て
お
り
、発
生
し
た

地
域
で
は
か
ん
き
つ
園
が
廃
園
に
な
る
ほ
ど

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。そ
の
感

染
樹
の
多
く
は
、数
年
以
内
に
衰
弱・枯
死

し
ま
す
。本
病
は
接
ぎ
木
や
取
り
木
の
ほ

か
、沖
縄
に
生
息
す
る
ミ
カ
ン
キ
ジ
ラ
ミ
と
い

う
虫
に
よ
って
伝
染
し
ま
す
。

　
沖
縄
県
内
で
は
、昭
和
63
年
に
西
表
島
、

平
成
６
年
に
沖
縄
本
島
の
糸
満
市
で
発
生

が
確
認
さ
れ
た
た
め
、国
で
は
、沖
縄
県
全

域
を
規
制
対
象
地
域
と
し
て
、平
成
９
年
に

植
物
防
疫
法
に
基
づ
く
移
動
規
制
措
置
を

開
始
し
て
い
ま
す
。（
苗
木
に
つ
い
て
は
検
査

に
合
格
す
れ
ば
持
ち
出
せ
ま
す
。詳
し
く
は

那
覇
植
物
防
疫
事
務
所【
０
９
８・8
6
8・

1
6
7
9
】ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）

２
．カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
の

防
除
の
方
法
は
？

　
①
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
樹
を
見
つ
け
次

第
伐
採
す
る
、②
ミ
カ
ン
キ
ジ
ラ
ミ
の
薬
剤

防
除
に
よ
り
虫
に
よ
る
伝
染
を
防
ぐ
、③
病

気
に
か
か
っ
て
い
な
い
樹
か
ら
接
ぎ
木
や
取

り
木
を
行
い
、人
が
病
気
を
広
げ
な
い
と
い

う
３
点
が
重
要
で
す
。万
が
一
、カ
ン
キ
ツ
グ

リ
ー
ニ
ン
グ
病
か
な
？
と
思
っ
た
ら
、直
ち
に

沖
縄
県
や
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
等
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。な
お
、ミ
カ
ン
キ
ジ
ラ
ミ
は
ゲ
ッ
キ
ツ

を
好
む
こ
と
か
ら
、か
ん
き
つ
樹
と
同
時
に

薬
剤
防
除
を
実
施
す
る
と
効
果
的
で
す
。

●

　
沖
縄
県
内
に
お
い
て
も
、沖
縄
県
や
市
町

村
や
Ｊ
Ａ
等
の
協
力
の
下
、カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー

ニ
ン
グ
病
の
感
染
樹
の
調
査
や
伐
採
等
を
実

施
し
、防
除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。カ
ン
キ
ツ

グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
の
感
染
樹
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、そ
こ
か
ら
病
気
が
拡
大
す
る

危
険
性
が
高
く
な
る
た
め
、持
ち
主
の
方
に

早
期
伐
採
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、今
年
度
か
ら
沖
縄
県
で
は
、本
島

北
部
の
大
宜
味
村
に
お
い
て
、カ
ン
キ
ツ
グ

リ
ー
ニ
ン
グ
病
に
対
す
る
新
し
い
事
業
を
開

始
し
て
い
ま
す
。限
ら
れ
た
地
域
で
は
あ
り

ま
す
が
、こ
れ
ま
で
の
沖
縄
県
の
調
査
の
結

果
、感
染
樹
が
な
く
、ミ
カ
ン
キ
ジ
ラ
ミ
の
い

な
い
地
域
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
事
業
は
、こ
れ
ら
の
地
域
と
そ
の

周
辺
地
域
に
お
い
て
、重
点
的
に
防
除
や
調

査
を
実
施
し
、カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
の

侵
入
を
防
止
す
る
も
の
で
す
。し
た
が
っ
て

新
し
い
事
業
を
実
施
し
て
い
る
地
域
に
苗
の

持
ち
込
み
等
を
す
る
場
合
、事
前
に
検
定

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、

沖
縄
県
病
害
虫
防
除
技
術
セ
ン
タ
ー

【
0
9
8・8
8
6・3
8
8
0
】

大
宜
味
村
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
振
興
室

【
0
9
8
0・4
4・3
0
8
4
】

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
な
お
こ
の
地
域
か
ら
も
ミ
カ
ン
な
ど
の
苗
木

を
県
外
に
持
ち
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
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改訂のポイント
●既存の重点個別
品目と重点国・地
域に加え、新たに
支援事業をさらに
集中的に実施する
品目・地域を設定し
フロンティアを開拓
●戦略的な広報を実
施するとともに、現
地商流ネットワーク
の構築により海外
のさらなる需要開
拓を図る

など

農
林
水
産
物
等
輸
出
促
進
全
国

協
議
会
総
会
の
主
な
内
容

●日本食10選：
日本食材の海外での認知度を更に高め、販路を拡大していくためのシンボルとして、
代表的な１０種類（ごはん、みそ汁、すし、さしみなど）を選定し、その素材や調味料、提
供方法も含めて発信

●加工食品40選 ：
特に輸出取引が容易なもののうち、海外の方々の味覚に合う商品をコンテストで選
考し、参考事例として内外に紹介
　●粟国の塩・釜炊き（(株)沖縄海塩研究所）  など

●輸出取組事例100：
輸出に意欲的に取り組んでいる事例を紹介
　●モズクを中国などへ（沖縄県漁業協同組合連合会等）
　●沖縄県野菜、果実を香港へ（㈱沖縄県物産公社・㈲山元商店）
　●鶏卵をシンガポールへ（㈱沖縄県物産公社・㈾瀬底養鶏場）
　●泡盛をアメリカ、香港等へ（瑞泉酒造㈱）     など

○輸出促進のホームページ ・沖縄総合事務局　http://www.ogb.go.jp/nousui/nousui_yushutu.html
 ・農 林 水 産 省　http://www.maff.go.jp/j/export/index.html

当銘由盛さん
国・地域：アメリカ・カリフォルニア州

現　　職：日本食レストラン

　　　　　　「Sushi Ran（すし蘭）」オーナー

　　　　　北カリフォルニア日本食レストラン協会会長

功　　績：伝統的な日本食を熟知したシェフと西洋料理の知識

・技術に長けたシェフを両腕とし、日本食の基本・

伝統を大事にしつつ、米国人に愛される日本食レス

トランのスタイルを確立。また、北カリフォルニア

日本食レストラン協会会長として、積極的に日本食

文化の普及活動に努めている。

沖縄県

大東諸島

宮古群島

与論島

沖永良部島

奄美大島

徳之島

八重山諸島

本土

持ち込み
STOP

　
我
が
国
の
高
品
質
な
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
を
一
層
促
進
す
る
た
め
、
全
国
の
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
た
取
組
の
推
進
を

目
的
と
し
て
、
「
農
林
水
産
物
等
輸
出
促
進
全
国
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
か
ら
も
沖
縄
地
域
農
林
水
産
物
等
輸

出
促
進
協
議
会
（
事
務
局
：
沖
縄
総
合
事
務
局
農
林
水
産
部
農
政
課
）
が
会
員
と
し
て
参
画
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
６
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
協
議
会
総
会
の
内
容
を
ご
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
沖
縄
に
お
け
る
輸
出
促
進

の
取
組
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

沖
縄
に
お
け
る
今
後
の
取
組

持ち出し
STOP

持ち出し＆持ち込みができない苗木

ゲッキツの苗木ミカンの苗木
（シークワシャー、
タンカン等）

写真：那覇植物防疫事務所提供
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仕事の窓仕事の窓

平
成
21
年
度「
食
育
月
間
」に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
食
育
推
進
の
取
組
に
つ
い
て

　
皆
さ
ん
は
「
食
育
月
間
」
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
食
育
月
間
と
は
、
食
育
を
幅
広
く
普
及
さ
せ
る
た
め
、
食
育
推
進
運
動
を
重
点
的
に

実
施
す
る
期
間
で
す
。
毎
年
６
月
に
実
施
さ
れ
、
期
間
中
は
全
国
各
地
で
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
総
合
事
務
局
で
も
関
係

機
関
と
連
携
し
、
食
育
月
間
中
に
様
々
な
取
組
を
行
い
、
食
育
の
普
及
・
推
進
に
努
め
ま
し
た
。

農林水産部

沖
縄
版
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
」説
明
会
を
開
催

  

食
育
月
間
の
最
初
の
取
組

と
し
て
、沖
縄
県
及
び
㈳
沖

縄
県
栄
養
士
会
と
共
催
し
た

説
明
会
に
は
、市
町
村
の
健
康

増
進
担
当
者
、食
生
活
改
善

関
係
者
、食
品
関
連
事
業
者

等
か
ら
１
５
０
名
に
及
ぶ
参

加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
説
明
会
で
は
、ま
ず
沖

縄
県
が
食
育
推
進
に
関
す
る

県
の
施
策
や
そ
の
取
組
状
況

に
つ
い
て
説
明
し
、次
に
㈳
沖

縄
県
栄
養
士
会
が
沖
縄
版

「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」の
基

本
的
な
考
え
方
や
そ
の
活
用

方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。最
後
に
、県
内
に
お
い
て

「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」の
普

及
・
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
活
用
事

例
を
宮
古
島
市
福
祉
保
健
部
か
ら「
宮

古
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
利
用
し
た
食
事

バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
の
活
用
方
法
の
取
組
」

に
つ
い
て
発
表
し
て
い
た
だ
き
、食
品
関

連
事
業
者
か
ら
コ
ー
プ
お
き
な
わ
の
取

組
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
、「
バ
ラ
ン

ス
ガ
イ
ド
の
使
い
方
が
理
解
で
き
た
。」、

「
宮
古
島
の
取
組
は
地
域
に
根
ざ
し
た

内
容
で
い
ろ
い
ろ
な
面
で
勉
強
に
な
っ

た
。」、「
沖
縄
版
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド

は
、す
ば
ら
し
い
の
で
、多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
。」な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、会
場
に
隣
接
し
て
食
育
に
関

す
る
パ
ネ
ル
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、食

に
関
す
る
様
々
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
配

布
を
行
い
ま
し
た
。

　
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
関
連
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
人
気
は
高
く
、多
く
の
参
加
者

が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お
持
ち
帰
り
に
な
り

ま
し
た
。

い
ち
ゃ
り
ば
食
育
ネ
ッ
ト
情
報
交
換
会

を
開
催

　
去
る
６
月
30
日
に
、那
覇
第
２
地
方
合

同
庁
舎
に
お
い
て「
い
ち
ゃ
り
ば
食
育
ネ
ッ

ト
情
報
交
換
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。「
い

ち
ゃ
り
ば
食
育
ネ
ッ
ト
」は
、主
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
食
育
に
関
す
る
情
報
の
受
発

信
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た

も
の
で
す
が
、今
回
、会
員
が一堂
に
会
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
食
育
に
関
す
る
取
組
状
況

に
つい
て
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

県
内
に
お
け
る
食
育
推
進
活
動
を
よ
り一

層
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
ま
し
た
。

　
情
報
交
換
会
に
お
い
て
は
、「
地
域
に
根

ざ
し
た
食
育
コン
ク
ー
ル
の
支
援
」、「
食
料

自
給
率
や
食
品
の
有
効
利
用
の
観
点
か

ら
注
目
さ
れ
て
い
る
、食
品
残
渣
を
活
用

し
た
取
組
」、「
保
育
園
で
ゴ
ー
ヤ
ー
ジュー

ス
を
作
っ
た
取
組
」、「
小
学
生
と
家
族
を

対
象
と
し
た
食
育
教
材
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取

組
」、「
学
校
給
食
を
生
き
た
教
材
と
し
て

活
用
し
て
い
く
取
組
」、「
食
育
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
や
食
育
パ
ネ
ル
展
の
開
催
」、「
地
産

地
消
の
推
進
」、「
農
山
漁
村
ふ
れ
あ
い
体

験
」、「
学
校
に
食
育
菜
園
を
増
や
し
て
い

く
取
組
」、「
地
元
食
材
を
使
っ
た
調
理
実

習
」等
出
席
し
た
会
員
か
ら
取
組
状
況
に

つい
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
事
務
局
か
ら
は
、各
会
員
の
ホ
ー
ムペ
ー

ジ
を
お
互
い
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
や
会

員
相
互
が
メ
ー
ル
を
有
効
に
活
用
し
情
報

交
換
を
行
う
こ
と
等
、「
い
ち
ゃ
り
ば
食
育

ネ
ッ
ト
」を
よ
り
効
果
的
に
活
用
す
る
た

め
の
提
案
を
行
い
、全
会一致
で
了
承
さ
れ

ま
し
た
。

　
最
後
に
、さ
ら
に
連
携
を
深
め
県
内
に

お
け
る
食
育
の
推
進
に
努
め
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
、情
報
交
換
会
を
終
了
し
ま
し

た
。

食
育
パ
ネ
ル
展
の
開
催

　
食
育
月
間
期
間
中
に
お
い
て
、沖
縄
総

合
事
務
局
１
階
に
設
置
さ
れ
て
い
る「
消

費
者
の
部
屋
」や
行
政
情
報
プ
ラ
ザ
の
ほ

か
、沖
縄
県
が
開
催
し
た
食
育
月
間
パ
ネ

ル
展（
県
庁
県
民
ホ
ー
ル
）に「
移
動
消
費

者
の
部
屋
」を
設
置
し
、食
育
や
米
の
消

費
拡
大
に
関
す
る
各
種
パ
ネ
ル
を
展
示

す
る
と
と
も
に
、食
に
関
す
る
様
々
な
パ
ン

フ
レッ
ト
等
を
配
布
し
、食
育
の
さ
ら
な
る

普
及
に
努
め
ま
し
た
。

   

最
後
に
…

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、沖
縄
県
を

は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
し
て
日
頃
の

食
生
活
を
振
り
返
って
も
ら
う
た
め「
食

事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
実
践
週
間
」を
実
施

し
ま
し
た
。こ
れ
は
、参
加
者
に一週
間
の

食
事
内
容
を
記
入
し
て
も
ら
い
、「
食
事

バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」に
照
ら
し
合
わ
せ
な

が
ら
、バ
ラ
ン
ス
良
く
食
事
が
で
き
て
い
る

か
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
取
組
で
す
。実

践
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
を
通
じ
て
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

4

本年度、沖縄県内において実施される
食育関係補助事業（農林水産省関係）の概要

◎食育先進地モデル実証事業
沖縄県生活協同組合連合会が事業実施主体となって、沖縄県の機関及び広域団体並
びに市町村自治体、民間業者及び新聞社等と連携し、県内において「食事バランスガイ
ド」を活用した「日本型食生活」を推進する実証事業を行います。
◎教育ファーム推進事業
社団法人農山漁村文化協会が事業実施主体となって実施する「教育ファーム推進事
業」に「伊江村立西小学校教育ファーム推進協議会」が協力団体として採択され、今後
の教育ファームの拡大・啓発に役立てるモデル実証を行います。

 沖縄総合事務局１階　行政情報プラザ

 意見交換会風景

説明会には多くの方々に参加いただきました

  県庁県民ホール

パネル展示、パンフレット等配布
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仕事の窓仕事の窓

平
成
21
年
度「
食
育
月
間
」に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
食
育
推
進
の
取
組
に
つ
い
て

　
皆
さ
ん
は
「
食
育
月
間
」
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
食
育
月
間
と
は
、
食
育
を
幅
広
く
普
及
さ
せ
る
た
め
、
食
育
推
進
運
動
を
重
点
的
に

実
施
す
る
期
間
で
す
。
毎
年
６
月
に
実
施
さ
れ
、
期
間
中
は
全
国
各
地
で
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
総
合
事
務
局
で
も
関
係

機
関
と
連
携
し
、
食
育
月
間
中
に
様
々
な
取
組
を
行
い
、
食
育
の
普
及
・
推
進
に
努
め
ま
し
た
。

農林水産部

沖
縄
版
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
」説
明
会
を
開
催

  

食
育
月
間
の
最
初
の
取
組

と
し
て
、沖
縄
県
及
び
㈳
沖

縄
県
栄
養
士
会
と
共
催
し
た

説
明
会
に
は
、市
町
村
の
健
康

増
進
担
当
者
、食
生
活
改
善

関
係
者
、食
品
関
連
事
業
者

等
か
ら
１
５
０
名
に
及
ぶ
参

加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
説
明
会
で
は
、ま
ず
沖

縄
県
が
食
育
推
進
に
関
す
る

県
の
施
策
や
そ
の
取
組
状
況

に
つ
い
て
説
明
し
、次
に
㈳
沖

縄
県
栄
養
士
会
が
沖
縄
版

「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」の
基

本
的
な
考
え
方
や
そ
の
活
用

方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。最
後
に
、県
内
に
お
い
て

「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」の
普

及
・
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
活
用
事

例
を
宮
古
島
市
福
祉
保
健
部
か
ら「
宮

古
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
利
用
し
た
食
事

バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
の
活
用
方
法
の
取
組
」

に
つ
い
て
発
表
し
て
い
た
だ
き
、食
品
関

連
事
業
者
か
ら
コ
ー
プ
お
き
な
わ
の
取

組
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
、「
バ
ラ
ン

ス
ガ
イ
ド
の
使
い
方
が
理
解
で
き
た
。」、

「
宮
古
島
の
取
組
は
地
域
に
根
ざ
し
た

内
容
で
い
ろ
い
ろ
な
面
で
勉
強
に
な
っ

た
。」、「
沖
縄
版
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド

は
、す
ば
ら
し
い
の
で
、多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
。」な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、会
場
に
隣
接
し
て
食
育
に
関

す
る
パ
ネ
ル
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、食

に
関
す
る
様
々
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
配

布
を
行
い
ま
し
た
。

　
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
関
連
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
人
気
は
高
く
、多
く
の
参
加
者

が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お
持
ち
帰
り
に
な
り

ま
し
た
。

い
ち
ゃ
り
ば
食
育
ネ
ッ
ト
情
報
交
換
会

を
開
催

　
去
る
６
月
30
日
に
、那
覇
第
２
地
方
合

同
庁
舎
に
お
い
て「
い
ち
ゃ
り
ば
食
育
ネ
ッ

ト
情
報
交
換
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。「
い

ち
ゃ
り
ば
食
育
ネ
ッ
ト
」は
、主
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
食
育
に
関
す
る
情
報
の
受
発

信
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た

も
の
で
す
が
、今
回
、会
員
が一堂
に
会
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
食
育
に
関
す
る
取
組
状
況

に
つい
て
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

県
内
に
お
け
る
食
育
推
進
活
動
を
よ
り一

層
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
ま
し
た
。

　
情
報
交
換
会
に
お
い
て
は
、「
地
域
に
根

ざ
し
た
食
育
コン
ク
ー
ル
の
支
援
」、「
食
料

自
給
率
や
食
品
の
有
効
利
用
の
観
点
か

ら
注
目
さ
れ
て
い
る
、食
品
残
渣
を
活
用

し
た
取
組
」、「
保
育
園
で
ゴ
ー
ヤ
ー
ジュー

ス
を
作
っ
た
取
組
」、「
小
学
生
と
家
族
を

対
象
と
し
た
食
育
教
材
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取

組
」、「
学
校
給
食
を
生
き
た
教
材
と
し
て

活
用
し
て
い
く
取
組
」、「
食
育
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
や
食
育
パ
ネ
ル
展
の
開
催
」、「
地
産

地
消
の
推
進
」、「
農
山
漁
村
ふ
れ
あ
い
体

験
」、「
学
校
に
食
育
菜
園
を
増
や
し
て
い

く
取
組
」、「
地
元
食
材
を
使
っ
た
調
理
実

習
」等
出
席
し
た
会
員
か
ら
取
組
状
況
に

つい
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
事
務
局
か
ら
は
、各
会
員
の
ホ
ー
ムペ
ー

ジ
を
お
互
い
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
や
会

員
相
互
が
メ
ー
ル
を
有
効
に
活
用
し
情
報

交
換
を
行
う
こ
と
等
、「
い
ち
ゃ
り
ば
食
育

ネ
ッ
ト
」を
よ
り
効
果
的
に
活
用
す
る
た

め
の
提
案
を
行
い
、全
会一致
で
了
承
さ
れ

ま
し
た
。

　
最
後
に
、さ
ら
に
連
携
を
深
め
県
内
に

お
け
る
食
育
の
推
進
に
努
め
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
、情
報
交
換
会
を
終
了
し
ま
し

た
。

食
育
パ
ネ
ル
展
の
開
催

　
食
育
月
間
期
間
中
に
お
い
て
、沖
縄
総

合
事
務
局
１
階
に
設
置
さ
れ
て
い
る「
消

費
者
の
部
屋
」や
行
政
情
報
プ
ラ
ザ
の
ほ

か
、沖
縄
県
が
開
催
し
た
食
育
月
間
パ
ネ

ル
展（
県
庁
県
民
ホ
ー
ル
）に「
移
動
消
費

者
の
部
屋
」を
設
置
し
、食
育
や
米
の
消

費
拡
大
に
関
す
る
各
種
パ
ネ
ル
を
展
示

す
る
と
と
も
に
、食
に
関
す
る
様
々
な
パ
ン

フ
レッ
ト
等
を
配
布
し
、食
育
の
さ
ら
な
る

普
及
に
努
め
ま
し
た
。

   

最
後
に
…

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、沖
縄
県
を

は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
し
て
日
頃
の

食
生
活
を
振
り
返
って
も
ら
う
た
め「
食

事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
実
践
週
間
」を
実
施

し
ま
し
た
。こ
れ
は
、参
加
者
に一週
間
の

食
事
内
容
を
記
入
し
て
も
ら
い
、「
食
事

バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」に
照
ら
し
合
わ
せ
な

が
ら
、バ
ラ
ン
ス
良
く
食
事
が
で
き
て
い
る

か
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
取
組
で
す
。実

践
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
を
通
じ
て
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

4

本年度、沖縄県内において実施される
食育関係補助事業（農林水産省関係）の概要

◎食育先進地モデル実証事業
沖縄県生活協同組合連合会が事業実施主体となって、沖縄県の機関及び広域団体並
びに市町村自治体、民間業者及び新聞社等と連携し、県内において「食事バランスガイ
ド」を活用した「日本型食生活」を推進する実証事業を行います。
◎教育ファーム推進事業
社団法人農山漁村文化協会が事業実施主体となって実施する「教育ファーム推進事
業」に「伊江村立西小学校教育ファーム推進協議会」が協力団体として採択され、今後
の教育ファームの拡大・啓発に役立てるモデル実証を行います。

 沖縄総合事務局１階　行政情報プラザ

 意見交換会風景

説明会には多くの方々に参加いただきました

  県庁県民ホール
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仕事の窓仕事の窓

沖
縄
県
産
果
実
を
活
か
し
た

 
　
　
　
　新
商
品
を
開
発
！

「
食
農
連
携
促
進
事
業
活
用
事
例
」

農
林
水
産
省
で
は
、
地
域
の
食
品
産
業
や
農
林
水
産
業
等
の
連
携
促
進
に
よ
り
、
国
産
農
林
水
産

物
を
活
用
し
た
新
商
品
開
発
や
販
路
拡
大
の
た
め
の
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

農林水産部

仕事の窓仕事の窓

「
2
0
0
9
年
版 

中
小
企
業
白
書
説
明
会
」開
催

経
済
産
業
省
中
小
企
業
庁
は
、
中
小
企
業
基
本
法
第
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
「
平
成
二
十
年
度
中
小
企
業
の
動
向
」
及
び
「
平
成
二
十
一
年
度
中
小
企
業
施
策
」
（
い
わ
ゆ
る
中
小
企
業

白
書
）
を
と
り
ま
と
め
、
平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
四
日
閣
議
決
定
し
、
公
表
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
周
知
を
図
る
た
め
、
平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
九
日
に
中
小
企
業
庁
事
業
環
境
部
企
画

課
調
査
室
か
ら
寺
岡
浩
平
調
査
員
を
講
師
に
招
き
、
「
2
0
0
9
年
版

　中
小
企
業
白
書
説
明
会
」
を
那
覇
市
内
に
て
当
局
と
財
団
法
人
経
済
産
業
調
査
会
の
共
催
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　

沖
縄
な
ら
で
は
の
新
商
品
開
発
を

　
沖
縄
は
亜
熱
帯
海
洋
性
気
候
に
属
し
、

本
土
に
は
な
い
多
様
な
農
林
水
産
物
が

生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら
を
活

か
し
た
新
た
な
商
品
開
発・販
売
促
進
は

観
光
産
業
と
の
連
携
等
に
よ
り
地
域
経

済
の
発
展
を
図
る
上
で
も
重
要
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、新
商
品
開
発
に
は
原

材
料
の
調
達
や
製
造
技
術
及
び
施
設
、販

売
先
の
確
保
、資
金
調
達
等
で
多
く
の
課

題
や
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

　
農
林
水
産
省
で
は
食
品
製
造
業
者
と

農
林
水
産
業
者
の
連
携
に
よ
る
国
産
農

林
水
産
物
を
活
用
し
た
新
商
品
の
開
発

等
に
つ
い
て
、「
食
料
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
協

議
会
」を
通
じ
た
事
業
支
援
を
行
っ
て
お

り
、沖
縄
で
も
同
事
業
を
活
用
し
た
取
組

み
が
平
成
19
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

相
互
の
技
術
、資
源
を
結
集

　
同
協
議
会
の
取
組
と
し
て
、平
成
20
年

度
は
、沖
縄
県
産
の
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
、タ

ン
カ
ン
、パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
果
汁
の
果
実
酢

を
活
用
し
た「
飲
む
フ
ル
ー
ツ
酢
」、「
料

理
用
果
実
酢
」、「
果
実
酢
の
風
味
と
香

味
を
活
か
し
た
焼
き
菓
子
」が
開
発
さ
れ

ま
し
た
。

　
新
商
品
の
開
発
に
あ
た
り
、「
豆
腐
よ

う
」な
ど
沖
縄
伝
統
食
品
の
販
売
を
手
が

け
る
㈱
紅
濱
を
中
核
企
業
と
し
て
、Ｊ
Ａ

お
き
な
わ
が
原
料
を
供
給
す
る
な
ど
、そ

れ
ぞ
れ
の
技
術
や
資
源
を
結
集
し
ま
し

た
。

食
農
連
携
促
進
事
業
に
つ
い
て

　
農
林
水
産
省
で
は
、こ
の
よ
う
な
農
業
や

食
品
産
業
な
ど
の
異
業
種
が
連
携
し
て
新

商
品
の
開
発
等
を
行
う
集
団
を「
食
料
産

業
ク
ラ
ス
タ
ー
」と
し
て
、そ
の
取
組
に
対

す
る
支
援
を「
食
料
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
展

開
事
業
」に
よ
り
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
た
め
の「
農
商
工
連
携
促
進
法
」が

20
年
度
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、今
年

度
よ
り
補
助
率
等
を
拡
充
し
た「
食
農

連
携
促
進
事
業
」と
し
て
事
業
名
も
変

更
し
、引
き
続
き
、新
商
品
の
開
発
や
販

路
拡
大
への
支
援
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

経済産業部
「
2
0
0
9
年
版
中
小
企
業
白
書
」の
概
要

　今
年
度
の「
中
小
企
業
白
書
」は
、副

題
を
〜
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
人
材
で
活
路

を
開
く
〜
と
題
し「
中
小
企
業
に
よ
る
市

場
の
創
造
と
開
拓
」と「
中
小
企
業
の
雇

用
動
向
と
人
材
の
確
保・育
成
」と
い
う
２

つ
の
テ
ー
マ
を
採
り
上
げ
て
分
析
を
行
って

い
ま
す
。

　
第
一
章
で
は
、世
界
経
済
減
速
の
影
響

に
よ
り
、中
小
企
業
の
業
況
が
一
段
と
悪

化
し
、か
つ
て
な
い
厳
し
い
状
況
と
な
っ
た

平
成
二
十
年
度
の
動
向
を
分
析
。こ
う
し

た
中
、政
府
は
、三
〇
兆
円
規
模
の
資
金

繰
り
対
策
、下
請
取
引
の
適
正
化
等
、中

小
企
業
対
策
の
積
極
的
な
実
施
に
取
り

組
ん
で
お
り
、今
後
と
も
、資
金
繰
り
対

策
等
の
積
極
的
な
支
援
が
必
要
と
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　

●
　

　
第
二
章
で
は
、厳
し
い
経
済
情
勢
の
下
、

中
小
企
業
が
売
上
の
維
持・拡
大
を
図
っ

て
い
く
た
め
、そ
の
強
み
で
あ
る
創
造
性

や
機
動
力
を
一
層
活
か
し
、直
面
す
る
苦

境
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
の
視
座
と
し

て
、変
化
す
る
市
場
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

そ
れ
に
対
応
す
る
製
品
・サ
ー
ビ
ス
の
開

発
・
供
給
、販
路
の
開
拓
な
ど
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョン
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の

課
題
を
分
析
し
て
い
ま
す
。

●

　
第
三
章
で
は
、雇
用
情
勢
が
厳
し
さ
を

増
す
中
、中
小
企
業
に
と
っ
て
重
要
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る
経
営
資
源
で
あ

る
人
材
を
確
保
し
育
成
し
て
い
く
た
め
に

は
、足
下
の
雇
用
の
維
持
に
加
え
、ミ
ス

マッ
チ
を
踏
ま
え
た
人
材
の
橋
渡
し
と
そ

の
支
援
が
重
要
と
し
、ま
た
、経
営
者
と

従
業
員
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
高
め
、従

業
員
の
意
欲
や
能
力
の
向
上
に
取
り
組

み
、経
営
者
と
従
業
員
が一丸
と
な
っ
て
厳

し
い
経
営
環
境
を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
提
起
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
　

　
沖
縄
県
に
お
き
ま
し
て
も
、世
界
的
な

金
融
危
機
の
影
響
な
ど
か
ら
中
小
企
業

を
と
り
ま
く
状
況
は
、厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
き
ま

し
て
は
、今
後
と
も
資
金
繰
り
支
援
、イ

ノ
ベ
ー
シ
ョン
の
創
出
支
援
等
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。県
内
中
小
企
業
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、中
小
企
業
を
取
り

巻
く
現
状
と
今
後
の
展
望
を
詳
細
に
分

析
し
た「
2
0
0
9
年
版
　
中
小
企
業

白
書
」を
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
基
本
法
第
十
一
条

 

政
府
は
、毎
年
、国
会
に
、中
小
企
業
の

動
向
及
び
政
府
が
中
小
企
業
に
関
し
て

講
じ
た
施
策
に
関
す
る
報
告
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

6 5

さっぱりした味の｢飲むフルーツ酢｣（左）と｢料理用果実酢｣

果実酢の風味と香味を
活かした焼き菓子

新商品発表会で果実酢を活用した新商品をＰＲ
（7 月14 日、沖縄総合事務局にて）

「酢の焼き菓子」

「料理用果実酢」
「フルーツ酢」

　　　 　「果実酢」　

ＪＡおきなわみなんむ

（発酵技術） （開発・製造） 「果汁」 （原料供給）

(株)紅濱

琉球セメント
食品開発室

名護珈琲

（企画・販売）

（開発・製造）
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仕事の窓仕事の窓

沖
縄
県
産
果
実
を
活
か
し
た

 

　
　
　
　新
商
品
を
開
発
！

「
食
農
連
携
促
進
事
業
活
用
事
例
」

農
林
水
産
省
で
は
、
地
域
の
食
品
産
業
や
農
林
水
産
業
等
の
連
携
促
進
に
よ
り
、
国
産
農
林
水
産

物
を
活
用
し
た
新
商
品
開
発
や
販
路
拡
大
の
た
め
の
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

農林水産部

仕事の窓仕事の窓

「
2
0
0
9
年
版 

中
小
企
業
白
書
説
明
会
」開
催

経
済
産
業
省
中
小
企
業
庁
は
、
中
小
企
業
基
本
法
第
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
「
平
成
二
十
年
度
中
小
企
業
の
動
向
」
及
び
「
平
成
二
十
一
年
度
中
小
企
業
施
策
」
（
い
わ
ゆ
る
中
小
企
業

白
書
）
を
と
り
ま
と
め
、
平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
四
日
閣
議
決
定
し
、
公
表
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
周
知
を
図
る
た
め
、
平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
九
日
に
中
小
企
業
庁
事
業
環
境
部
企
画

課
調
査
室
か
ら
寺
岡
浩
平
調
査
員
を
講
師
に
招
き
、
「
2
0
0
9
年
版

　中
小
企
業
白
書
説
明
会
」
を
那
覇
市
内
に
て
当
局
と
財
団
法
人
経
済
産
業
調
査
会
の
共
催
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　

沖
縄
な
ら
で
は
の
新
商
品
開
発
を

　
沖
縄
は
亜
熱
帯
海
洋
性
気
候
に
属
し
、

本
土
に
は
な
い
多
様
な
農
林
水
産
物
が

生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら
を
活

か
し
た
新
た
な
商
品
開
発・販
売
促
進
は

観
光
産
業
と
の
連
携
等
に
よ
り
地
域
経

済
の
発
展
を
図
る
上
で
も
重
要
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、新
商
品
開
発
に
は
原

材
料
の
調
達
や
製
造
技
術
及
び
施
設
、販

売
先
の
確
保
、資
金
調
達
等
で
多
く
の
課

題
や
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

　
農
林
水
産
省
で
は
食
品
製
造
業
者
と

農
林
水
産
業
者
の
連
携
に
よ
る
国
産
農

林
水
産
物
を
活
用
し
た
新
商
品
の
開
発

等
に
つ
い
て
、「
食
料
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
協

議
会
」を
通
じ
た
事
業
支
援
を
行
っ
て
お

り
、沖
縄
で
も
同
事
業
を
活
用
し
た
取
組

み
が
平
成
19
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

相
互
の
技
術
、資
源
を
結
集

　
同
協
議
会
の
取
組
と
し
て
、平
成
20
年

度
は
、沖
縄
県
産
の
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
、タ

ン
カ
ン
、パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
果
汁
の
果
実
酢

を
活
用
し
た「
飲
む
フ
ル
ー
ツ
酢
」、「
料

理
用
果
実
酢
」、「
果
実
酢
の
風
味
と
香

味
を
活
か
し
た
焼
き
菓
子
」が
開
発
さ
れ

ま
し
た
。

　
新
商
品
の
開
発
に
あ
た
り
、「
豆
腐
よ

う
」な
ど
沖
縄
伝
統
食
品
の
販
売
を
手
が

け
る
㈱
紅
濱
を
中
核
企
業
と
し
て
、Ｊ
Ａ

お
き
な
わ
が
原
料
を
供
給
す
る
な
ど
、そ

れ
ぞ
れ
の
技
術
や
資
源
を
結
集
し
ま
し

た
。

食
農
連
携
促
進
事
業
に
つ
い
て

　
農
林
水
産
省
で
は
、こ
の
よ
う
な
農
業
や

食
品
産
業
な
ど
の
異
業
種
が
連
携
し
て
新

商
品
の
開
発
等
を
行
う
集
団
を「
食
料
産

業
ク
ラ
ス
タ
ー
」と
し
て
、そ
の
取
組
に
対

す
る
支
援
を「
食
料
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
展

開
事
業
」に
よ
り
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
た
め
の「
農
商
工
連
携
促
進
法
」が

20
年
度
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、今
年

度
よ
り
補
助
率
等
を
拡
充
し
た「
食
農

連
携
促
進
事
業
」と
し
て
事
業
名
も
変

更
し
、引
き
続
き
、新
商
品
の
開
発
や
販

路
拡
大
への
支
援
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

経済産業部
「
2
0
0
9
年
版
中
小
企
業
白
書
」の
概
要

　今
年
度
の「
中
小
企
業
白
書
」は
、副

題
を
〜
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
人
材
で
活
路

を
開
く
〜
と
題
し「
中
小
企
業
に
よ
る
市

場
の
創
造
と
開
拓
」と「
中
小
企
業
の
雇

用
動
向
と
人
材
の
確
保・育
成
」と
い
う
２

つ
の
テ
ー
マ
を
採
り
上
げ
て
分
析
を
行
って

い
ま
す
。

　
第
一
章
で
は
、世
界
経
済
減
速
の
影
響

に
よ
り
、中
小
企
業
の
業
況
が
一
段
と
悪

化
し
、か
つ
て
な
い
厳
し
い
状
況
と
な
っ
た

平
成
二
十
年
度
の
動
向
を
分
析
。こ
う
し

た
中
、政
府
は
、三
〇
兆
円
規
模
の
資
金

繰
り
対
策
、下
請
取
引
の
適
正
化
等
、中

小
企
業
対
策
の
積
極
的
な
実
施
に
取
り

組
ん
で
お
り
、今
後
と
も
、資
金
繰
り
対

策
等
の
積
極
的
な
支
援
が
必
要
と
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　

●
　

　
第
二
章
で
は
、厳
し
い
経
済
情
勢
の
下
、

中
小
企
業
が
売
上
の
維
持・拡
大
を
図
っ

て
い
く
た
め
、そ
の
強
み
で
あ
る
創
造
性

や
機
動
力
を
一
層
活
か
し
、直
面
す
る
苦

境
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
の
視
座
と
し

て
、変
化
す
る
市
場
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

そ
れ
に
対
応
す
る
製
品
・サ
ー
ビ
ス
の
開

発
・
供
給
、販
路
の
開
拓
な
ど
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョン
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の

課
題
を
分
析
し
て
い
ま
す
。

●

　
第
三
章
で
は
、雇
用
情
勢
が
厳
し
さ
を

増
す
中
、中
小
企
業
に
と
っ
て
重
要
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る
経
営
資
源
で
あ

る
人
材
を
確
保
し
育
成
し
て
い
く
た
め
に

は
、足
下
の
雇
用
の
維
持
に
加
え
、ミ
ス

マッ
チ
を
踏
ま
え
た
人
材
の
橋
渡
し
と
そ

の
支
援
が
重
要
と
し
、ま
た
、経
営
者
と

従
業
員
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
高
め
、従

業
員
の
意
欲
や
能
力
の
向
上
に
取
り
組

み
、経
営
者
と
従
業
員
が一丸
と
な
っ
て
厳

し
い
経
営
環
境
を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
提
起
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
　

　
沖
縄
県
に
お
き
ま
し
て
も
、世
界
的
な

金
融
危
機
の
影
響
な
ど
か
ら
中
小
企
業

を
と
り
ま
く
状
況
は
、厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
き
ま

し
て
は
、今
後
と
も
資
金
繰
り
支
援
、イ

ノ
ベ
ー
シ
ョン
の
創
出
支
援
等
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。県
内
中
小
企
業
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、中
小
企
業
を
取
り

巻
く
現
状
と
今
後
の
展
望
を
詳
細
に
分

析
し
た「
2
0
0
9
年
版
　
中
小
企
業

白
書
」を
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
基
本
法
第
十
一
条

 

政
府
は
、毎
年
、国
会
に
、中
小
企
業
の

動
向
及
び
政
府
が
中
小
企
業
に
関
し
て

講
じ
た
施
策
に
関
す
る
報
告
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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さっぱりした味の｢飲むフルーツ酢｣（左）と｢料理用果実酢｣

果実酢の風味と香味を
活かした焼き菓子

新商品発表会で果実酢を活用した新商品をＰＲ
（7 月14 日、沖縄総合事務局にて）

「酢の焼き菓子」

「料理用果実酢」
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仕事の窓仕事の窓

「
平
成
20
年
度
も
の
づ
く
り
白
書
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　に
つ
い
て

も
の
づ
く
り
白
書
は
、
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
振
興
基
本
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
号
）
第
八
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
経
済
産
業
省
・
厚
生
労
働
省
・
文
部
科
学
省
が
連
携
し
て
作
成
す
る
、
も
の
づ
く
り

基
盤
技
術
の
振
興
に
関
し
て
講
じ
た
施
策
に
関
す
る
年
次
報
告
で
す
。

経済産業部

  

平
成
21
年
７
月
10
日（
金
）、県
内
企
業
、

関
係
行
政
機
関
、経
済
団
体
等
に
対
し
、

も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
に
つ
い
て
広
く
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、維
持・発
展
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
、「
平
成
20
年
度
も
の
づ
く

り
白
書
」の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

併
催
事
業
と
し
て
、沖
縄
総
合
事
務
局
行

政
情
報
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ

型
産
業
振
興
プ
ロ
ジェク
ト
加
工
交
易
部
会

に
よ
る「
も
の
づ
く
り
展
示
会
」を
開
催
し

ま
し
た
。

　
今
般
、平
成
21
年
５
月
19
日
に
国
会
報

告
さ
れ
た「
平
成
20
年
度
も
の
づ
く
り
白

書
」で
は
、我
が
国
も
の
づ
く
り
が
直
面
す

る
課
題
と
展
望
、も
の
づ
く
り
基
盤
強
化

の
た
め
の
人
材
の
育
成
、も
の
づ
く
り
の
基

盤
を
支
え
る
研
究
開
発・学
習
の
振
興
等

に
つい
て
分
析
を
行
って
い
ま
す
。

　
現
在
、我
が
国
も
の
づ
く
り
産
業
は
、非

常
に
厳
し
い
状
況
下
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

米
国
の
金
融
危
機
に
端
を
発
し
た
世
界
同

時
不
況
は
深
刻
度
を
増
し
、我
が
国
経
済

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。　

　
我
が
国
も
の
づ
く
り
産
業
は
、急
速
な

生
産
調
整
を
余
儀
な
く
さ
れ
、こ
れ
に
伴
っ

て
雇
用
情
勢
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。か
つ
て
我
が
国
は
、二
度
に
わ
た
る
オ

イ
ル
シ
ョッ
ク
を
契
機
と
し
て
、徹
底
し
た

省
エ
ネ・省
資
源
対
策
に
取
り
組
み
、産
業

部
門
に
お
い
て
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
効
率

化
を
達
成
し
ま
し
た
。今
回
の
危
機
に
お

い
て
も
、我
が
国
経
済
に
お
け
る
も
の
づ
く

り
産
業
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、今
回
の
危
機
を
変
革
への
チ
ャ
ン
ス
と
と

ら
え
、人
材
を
始
め
と
す
る
経
営
資
源
の

磨
き
直
し
や
次
世
代
有
望
分
野
への
投
資

等
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、我
が
国
に
お
い
て
、も
の
づ
く
り
の

基
盤
技
術
を
引
き
続
き
維
持・発
展
さ
せ

て
い
く
た
め
に
は
、も
の
づ
く
り
に
携
わ
る

人
が
誇
り
を
持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
、次
代
を
担
う
若
者
や
子
供
た

ち
が
将
来
の
仕
事
と
し
て
も
の
づ
く
り
に

関
心
を
持
て
る
よ
う
な
社
会
の
実
現
を
目

指
し
、そ
の
積
極
的
な
振
興
を
図
って
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。　
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て、過去の景気後退期との比較も交えつつ分析するとともに、ものづくり労働者の雇用・
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【第四章 ものづくりの基盤を支える研究開発・学習の振興】
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※ものづくり白書の本文は、経済産業省の以下のＨＰに掲載されています。
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プ
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ボ
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等
小
型
船
舶
に
対
す
る

安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
小
型
船
舶
を
安
全
に
利
用
す
る
た
め
に

運輸部
　
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
海
難
事
故
発
生

件
数
は
、年
間
９
０
０
件
前
後
で
依
然
と

し
て
海
難
全
体
の
３
割
を
超
え
る
状
況
が

続
き
、死
者・行
方
不
明
者
を
伴
う
海
難
に

つ
い
て
も
全
体
の
約
３
割
を
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
関
連
が
占
め
て
い
る
状
況
で
す
。ま

た
、近
年
、船
舶
安
全
法
に
基
づ
く
船
舶
検

査
を
適
切
に
受
検
し
な
い
小
型
船
舶
が
毎

年
３
〜
４
万
隻
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
なって
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
小
型
船
舶
を
放
置
す
る

と
、船
体
、機
関
の
整
備
不
良
の
可
能
性
も

高
ま
り
海
上
の
人
命
の
安
全
に
重
大
な
支

障
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、運
輸
部
と

し
ま
し
て
は
、海
上
保
安
庁
等
関
係
機
関

と
連
携
を
密
に
し
、マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
活
動

が
活
発
と
な
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
か
ら

夏
期
休
暇
期
間
中
に
か
け
て
、プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
等
小
型
船
舶
に
対
し
て
、船
舶
検

査
の
受
検
、小
型
船
舶
操
縦
士
免
許
に
関

す
る
安
全
キ
ャ
ンペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま

す
。ま
た
、一
人
乗
り
小
型
漁
船
に
お
い
て

船
外
転
落
事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

た
小
型
漁
船
に
対
す
る
救
命
胴
衣（
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
）着
用
義
務
範
囲
の
拡
大
等

に
つ
い
て
も
併
せ
て
周
知
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、従
来
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す

小
型
船
舶
操
縦
士
の

遵
守
事
項（・酒
酔
い
等

操
縦
禁
止
　・危
険
操

縦
の
禁
止
　・免
許
者

の
自
己
操
縦
　・救
命

胴
衣（
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
）の
着
用
等
）に
つ
い

て
の
周
知
啓
発
を
伴

う
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
の

際
に
も
、併
せ
て
こ
れ

ら
の
事
項
の
確
認
を
行

い
、ソ
フ
ト
、ハ
ー
ド
の
両

面
か
ら
小
型
船
舶
の

安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り

安
全
確
保
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
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着
用
等
）に
つ
い

て
の
周
知
啓
発
を
伴

う
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
の

際
に
も
、併
せ
て
こ
れ

ら
の
事
項
の
確
認
を
行

い
、ソ
フ
ト
、ハ
ー
ド
の
両

面
か
ら
小
型
船
舶
の

安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り

安
全
確
保
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

8

船長等への周知啓発
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仕事の窓仕事の窓

自
賠
責
制
度
Ｐ
Ｒ
月
間
に
つ
い
て

自
賠
責
保
険
（
共
済
）
な
し
で
の
運
行
は
法
令
違
反
で
す
！！

運輸部
　
現
在
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
平
成

20
年
の
事
故
発
生
件
数
は
約
77
万
件
、

死
傷
者
数
は
約
95
万
人
と
、
国
民
の
誰

も
が
交
通
事
故
の
被
害
者
に
も
加
害
者

に
も
な
り
得
る
極
め
て
深
刻
な
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
ク
ル
マ
や

バ
イ
ク
（
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
）

１
台
ご
と
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て

お
り
、
交
通
事
故
が
発
生
し
た
際
の
加

害
者
の
賠
償
責
任
を
担
保
し
、
被
害
者

へ
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
確
保
す
る

も
の
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
車
検
制
度
の
な
い

原
動
機
付
自
転
車
や
軽
二
輪
自
動
車
の

み
な
ら
ず
、
車
検
対
象
車
両
に
よ
る
無

保
険
・
無
共
済
事
故
も
依
然
と
し
て
発

生
し
て
お
り
、
被
害
者
に
と
っ
て
も
加

害
者
に
と
っ
て
も
悲
惨
な
結
果
を
も
た

ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
国
土
交
通
省
及
び
運
輸
部

で
は
、
平
成
21
年
９
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
の
一
ヶ
月
間
を
「
自
賠
責
制

度
Ｐ
Ｒ
月
間
」
と
定
め
、
以
下
の
広
報

活
動
を
行
い
、
自
賠
責
保
険
・
共
済
へ

の
加
入
促
進
、
無
保
険
・
無
共
済
車
に

よ
る
運
行
の
危
険
性
や
違
法
性
の
周

知
、
自
賠
責
制
度
の
基
本
的
な
仕
組
み

等
の
認
識
度
の
向
上
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

①
ポ
ス
タ
ー
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る

広
報
の
実
施

　
地
方
公
共
団
体
、
公
共
施
設
等
へ
の

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
依
頼
及
び
地
方
公
共

団
体
、
自
動
車
関
係
団
体
等
に
対
し

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
自
賠
責
保

険
・
共
済
へ
の
加
入
促
進
の
協
力
依
頼

を
行
う
。

②
監
視
活
動
の
推
進

　
大
型
商
業
施
設
、
団
地
、
駅
前
駐
輪

場
等
で
通
年
行
っ
て
い
る
街
頭
監
視
活

動
を
積
極
的
に
実
施
し
、
自
賠
責
保

険
・
共
済
標
章
の
な
い
原
付
や
軽
二
輪

車
に
は
通
知
書
を
付
け
、
加
入
状
況
を

確
認
さ
せ
る
等
の
注
意
喚
起
を
行
う
。

③
関
係
業
界
等
と
連
携
し
た
街
頭
啓
発

活
動
の
実
施 

　
㈳
日
本
損
害
保
険
代
理
業
協
会
と
共

同
で
街
頭
に
お
け
る
自
賠
責
制
度
Ｐ
Ｒ

を
実
施
す
る
。

自
賠
責
制
度
の
詳
し
い
内
容
は

http://w
w
w
.jibai.jp

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

9kyokuno     Ugoki

親事業者（発注者）から下請事業者
（受注者）へと発注されているさまざまな

委託業務。このような下請取引では、仕事

を委託する側の親事業者は、下請事業者よ

りも優位な立場にあると考えられます。こ

のため、親事業者の一方的な都合によって、

下請代金の支払いが遅れてしまったり、代

金を不当に引き下げられたり、下請事業者

が不利な扱いを受けている場合が少なく

ありません。

　そこで、下請取引の公正化を図り、下請

事業者の利益を保護するため、独占禁止法

の特別法として制定されたのが「下請法

（正式名称：下請代金支払遅延等防止法）」

です。製造業からサービス業まで、幅広い

分野において適用対象となる取引を明確

に示すとともに、親事業者の禁止行為など

も具体的に定めています。もし、違反が認

められた場合には、簡易な手続で迅速に改

善を求め、下請事業者を守ることができる

仕組みになっています。

　沖縄総合事務局では、去る６月１９日に

那覇第２地方合同庁舎１号館大会議室に

おいて、下請取引の適正化を一層推進す

るため、親事業者の下請取引担当者等を

対象に、総務部公正取引室と経済産業部

中小企業課による下請取引適正化特別推

進講習会を開催し、下請法及び下請中小企

業振興法等の趣旨・内容の説明や、下請か

けこみ寺事業、ビジネス・マッチング・ステー

ションの紹介を行いました。

　なお当局では、下請法に関するご相談や

ご質問を受け付けています。また、下請か

けこみ寺（県内では（財）沖縄県産業振興

公社内に設置）においても相談員を設置し、

下請取引などの企業間取引に関する相談

に応じています。

　　　　　　　

総務部/経済産業部「下請法」は、公正な下請取引を守ります！
～下請取引適正化特別推進講習会を開催～

政府では、中小企業者の受注機会の
増大を図るため、去る6月12日に「平成

21年度中小企業者に関する国等の契約

の方針」を閣議決定しました。

　現下の厳しい経済情勢の中、経済収縮

の悪影響を受けやすい中小企業者の受注

機会を確保することは重要であることから、

去る4月10日に決定された「経済危機対

策」において官公需対策が盛り込まれ、6

月2日に開催された「緊急雇用・経済対策

実施本部会合」においても内閣総理大臣

から「地域の雇用確保や地域経済の発展

のためには、地元企業や中小企業の受注

機会の確保の視点が重要であり、各大臣に

おいては、予算執行に当たって、地域の中

小企業の活用について、各発注機関に周

知徹底を図り、しっかりと取り組むこと」と

の指示が出されました。

　こうした動きを踏まえ、平成21年度の契

約の方針においては、本年度における国の

機関や独立行政法人等の中小企業者向け

契約目標額を、昨年度契約実績額から1兆

円以上増加の約5兆2千億円としており、

この目標達成に向けて、地域の中小企業者

の適切な評価や「官公需情報ポータルサ

イト」の構築などの新たな措置が盛り込ま

れております。

　また、経済産業大臣より都道府県知事に

対し、国に準じた施策及び市町村に対する

周知等を要請するとともに、当局において

も7月17日に国等の地方支分部局及び地

方公共団体の契約担当者等を対象として、

本方針の周知等を目的とした官公需確保

対策地方推進協議会を開催しました。

経済産業部
Keiz
aisa
ngy
o

Keiz
aisa
ngy
o

Som
ubu

○相談窓口

　内閣府沖縄総合事務局

　　総務部公正取引室（℡098-866-0049）

　　経済産業部中小企業課（℡098-866-1755）

　(財)沖縄県産業振興公社

　　下請かけこみ寺（℡098-859-6237）

「平成21年度中小企業者に関する国等の契約の方針」が決定されました
～平成21年度官公需確保対策地方推進協議会を開催～
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親事業者（発注者）から下請事業者
（受注者）へと発注されているさまざまな

委託業務。このような下請取引では、仕事

を委託する側の親事業者は、下請事業者よ

りも優位な立場にあると考えられます。こ

のため、親事業者の一方的な都合によって、

下請代金の支払いが遅れてしまったり、代

金を不当に引き下げられたり、下請事業者

が不利な扱いを受けている場合が少なく

ありません。

　そこで、下請取引の公正化を図り、下請

事業者の利益を保護するため、独占禁止法

の特別法として制定されたのが「下請法

（正式名称：下請代金支払遅延等防止法）」

です。製造業からサービス業まで、幅広い

分野において適用対象となる取引を明確

に示すとともに、親事業者の禁止行為など

も具体的に定めています。もし、違反が認

められた場合には、簡易な手続で迅速に改

善を求め、下請事業者を守ることができる

仕組みになっています。

　沖縄総合事務局では、去る６月１９日に

那覇第２地方合同庁舎１号館大会議室に

おいて、下請取引の適正化を一層推進す

るため、親事業者の下請取引担当者等を

対象に、総務部公正取引室と経済産業部

中小企業課による下請取引適正化特別推

進講習会を開催し、下請法及び下請中小企

業振興法等の趣旨・内容の説明や、下請か

けこみ寺事業、ビジネス・マッチング・ステー

ションの紹介を行いました。

　なお当局では、下請法に関するご相談や

ご質問を受け付けています。また、下請か

けこみ寺（県内では（財）沖縄県産業振興

公社内に設置）においても相談員を設置し、

下請取引などの企業間取引に関する相談

に応じています。

　　　　　　　

総務部/経済産業部「下請法」は、公正な下請取引を守ります！
～下請取引適正化特別推進講習会を開催～

政府では、中小企業者の受注機会の
増大を図るため、去る6月12日に「平成

21年度中小企業者に関する国等の契約

の方針」を閣議決定しました。

　現下の厳しい経済情勢の中、経済収縮

の悪影響を受けやすい中小企業者の受注

機会を確保することは重要であることから、

去る4月10日に決定された「経済危機対

策」において官公需対策が盛り込まれ、6

月2日に開催された「緊急雇用・経済対策

実施本部会合」においても内閣総理大臣

から「地域の雇用確保や地域経済の発展

のためには、地元企業や中小企業の受注

機会の確保の視点が重要であり、各大臣に

おいては、予算執行に当たって、地域の中

小企業の活用について、各発注機関に周

知徹底を図り、しっかりと取り組むこと」と

の指示が出されました。

　こうした動きを踏まえ、平成21年度の契

約の方針においては、本年度における国の

機関や独立行政法人等の中小企業者向け

契約目標額を、昨年度契約実績額から1兆

円以上増加の約5兆2千億円としており、

この目標達成に向けて、地域の中小企業者

の適切な評価や「官公需情報ポータルサ

イト」の構築などの新たな措置が盛り込ま

れております。

　また、経済産業大臣より都道府県知事に

対し、国に準じた施策及び市町村に対する

周知等を要請するとともに、当局において

も7月17日に国等の地方支分部局及び地

方公共団体の契約担当者等を対象として、

本方針の周知等を目的とした官公需確保

対策地方推進協議会を開催しました。
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　(財)沖縄県産業振興公社

　　下請かけこみ寺（℡098-859-6237）

「平成21年度中小企業者に関する国等の契約の方針」が決定されました
～平成21年度官公需確保対策地方推進協議会を開催～
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７月16日沖縄総合事務局会議室に
おいて、「平成20年度開発建設部所管

優良業者等表彰式」を開催しました。

　本表彰は、平成20年度に完成したダ

ム、道路、港湾、空港、公園及び官庁営

繕の各部門において、建設工事は

1,000万円以上の契約件数295件の中

から、測量・設計調査業務等については、

500万円以上の契約件数289件の中か

ら特に優秀な成績を収められた施工業者

及び技術者を表彰したものです。

　竹澤局長は、挨拶の中で「厳しい経済

社会情勢の中、それぞれの分野において、

御熱心に仕事をしていただき、困難性の

克服や創意工夫を行うことにより、優秀

な成績を収めていただきました。その業

績は他の模範となり、業界全体の技術力

の向上に多大な貢献をされたものであり、

その御努力に対して心から敬意を表しま

す。」と述べて、表彰状を授与しました。

開発建設部 平成２０年度開発建設部所管優良業者等表彰式を開催

四方を海に囲まれている我が国は、
輸出入貨物の大部分を海上輸送に頼るな

ど様々な形で海と深く関わって発展して

きました。沖縄県も例外ではなく、琉球

王国時代から海上交易を通して発展して

きました。

　「海の日」は、このような海の恩恵に

感謝し、海を大切にする心を育むことを

目的に平成８年に制定されました。

　この「海の日」の意義を広く理解して

いただくため、７月を「海の月間」とし、

全国各地において多彩な行事が展開され

ました。管内においても「那覇観光キャ

ンペーンレディによる一日船長」、「み

なとフェスタ」、「ビーチのクリーンア

ップキャンペーン」、「中学生海の絵画

コンクール」等の行事が行われました。

　「ニューくめしま」の一日船長を務め

た那覇観光キャンペーンレディの野崎涼

子さんは「船の旅は私達に夢とロマンを

与えてくれます。今後とも安全航海に努

めていただき、明日を担うシーマンとし

て頑張ってください。」と、船員や関係

者に向けてメッセージしました。

　この他、「海事関係功労者表彰式典」

を23日、那覇市内のホテルで開催し、

海運、港湾、優良船員、海洋環境保全関

係者等23名を表彰しました。

　また、同式典において「中学生海の絵

画コンクール」受賞者への表彰式も行わ

れ、沖縄総合事務局長表彰・金賞受賞の

赤平有希菜さんをはじめ、10名の中学

生が表彰されました。

運　輸　部 平成２１年『海の月間』について

kyokuno     Ugoki

8月５日に財務部が読谷村功労表彰
（産業・経済部門）を受賞し、金子秀喜財務

部長に表彰状が授与されました。式典には、

財務省理財局山岸晃国有財産審理室長も

出席しました。

　受賞理由は、歴代財務部職員が関係機

関との連携を密にし、読谷補助飛行場の跡

地利用実施計画の策定、国有財産沖縄地

方審議会の答申に基づく国有地と村有地

の等価交換などで尽力した結果について、

評価されたものです。

　米軍より返還された国有地が、現在では

村有地となり、那覇新都心地区に匹敵する

広大な土地で、役場庁舎やスポーツ施設、

農業施設、村道中央残波線などを中心に、

豊かな田園都市づくりが始まっています。

　式典では、財務部を含む４１の個人・団体

が表彰され、地方自治、社会貢献、福祉、教

育・文化、伝統芸能、産業・経済、一般公益の

各分野で表彰が行われました。

　表彰状授与に際しては、以下同文形式で

はなく、地元読谷産の手漉芭蕉紙に読谷山

花織をデザインしたオリジナルの表彰状に

書かれた、受賞者それぞれで異なる表彰文

を、安田慶造村長が丁寧に読み上げ、各受

賞者の功績を称える様子が印象的でした。

　式典後の祝賀会では、各受賞者は家族

や友人らに囲まれ、晴れがましい笑顔で、

なごやかなひと時を過ごしました。

　また、村長から、最大の功労者として紹

介された元財務部長の江口祐治氏(現造幣

局総務部長)のメッセージも祝賀会の場で

披露されました。

財　務　部 読谷村功労表彰を受賞

総務
部

財務
部

Zaim
ubu

経済
産業
部
開発
建設
部

運輸
部

農林
水産
部

受賞者記念撮影

　【受賞された皆様】
　・優良施工工事部門　（７社）
　・安全施工工事部門　（２社）
　・優良業務部門　　　（５社）
　・優秀工事技術者部門（５名）
　・優秀業務技術者部門（２名）

表彰状

野崎船長のメッセージ 新城船長&野崎船長 海事関係功労者表彰式

Uny
ubu

Kaiha
tsuke

nsets
u

跡地利用計画図（資料出所：読谷村）
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７月16日沖縄総合事務局会議室に
おいて、「平成20年度開発建設部所管
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社会情勢の中、それぞれの分野において、

御熱心に仕事をしていただき、困難性の

克服や創意工夫を行うことにより、優秀

な成績を収めていただきました。その業

績は他の模範となり、業界全体の技術力

の向上に多大な貢献をされたものであり、

その御努力に対して心から敬意を表しま

す。」と述べて、表彰状を授与しました。

開発建設部 平成２０年度開発建設部所管優良業者等表彰式を開催

四方を海に囲まれている我が国は、
輸出入貨物の大部分を海上輸送に頼るな

ど様々な形で海と深く関わって発展して

きました。沖縄県も例外ではなく、琉球

王国時代から海上交易を通して発展して

きました。

　「海の日」は、このような海の恩恵に

感謝し、海を大切にする心を育むことを

目的に平成８年に制定されました。

　この「海の日」の意義を広く理解して

いただくため、７月を「海の月間」とし、

全国各地において多彩な行事が展開され

ました。管内においても「那覇観光キャ

ンペーンレディによる一日船長」、「み

なとフェスタ」、「ビーチのクリーンア

ップキャンペーン」、「中学生海の絵画

コンクール」等の行事が行われました。

　「ニューくめしま」の一日船長を務め

た那覇観光キャンペーンレディの野崎涼

子さんは「船の旅は私達に夢とロマンを

与えてくれます。今後とも安全航海に努

めていただき、明日を担うシーマンとし

て頑張ってください。」と、船員や関係

者に向けてメッセージしました。

　この他、「海事関係功労者表彰式典」

を23日、那覇市内のホテルで開催し、

海運、港湾、優良船員、海洋環境保全関

係者等23名を表彰しました。

　また、同式典において「中学生海の絵

画コンクール」受賞者への表彰式も行わ

れ、沖縄総合事務局長表彰・金賞受賞の

赤平有希菜さんをはじめ、10名の中学

生が表彰されました。

運　輸　部 平成２１年『海の月間』について

kyokuno     Ugoki

8月５日に財務部が読谷村功労表彰
（産業・経済部門）を受賞し、金子秀喜財務

部長に表彰状が授与されました。式典には、

財務省理財局山岸晃国有財産審理室長も

出席しました。

　受賞理由は、歴代財務部職員が関係機

関との連携を密にし、読谷補助飛行場の跡

地利用実施計画の策定、国有財産沖縄地

方審議会の答申に基づく国有地と村有地

の等価交換などで尽力した結果について、

評価されたものです。

　米軍より返還された国有地が、現在では

村有地となり、那覇新都心地区に匹敵する

広大な土地で、役場庁舎やスポーツ施設、

農業施設、村道中央残波線などを中心に、

豊かな田園都市づくりが始まっています。

　式典では、財務部を含む４１の個人・団体

が表彰され、地方自治、社会貢献、福祉、教

育・文化、伝統芸能、産業・経済、一般公益の

各分野で表彰が行われました。

　表彰状授与に際しては、以下同文形式で

はなく、地元読谷産の手漉芭蕉紙に読谷山

花織をデザインしたオリジナルの表彰状に

書かれた、受賞者それぞれで異なる表彰文

を、安田慶造村長が丁寧に読み上げ、各受

賞者の功績を称える様子が印象的でした。

　式典後の祝賀会では、各受賞者は家族

や友人らに囲まれ、晴れがましい笑顔で、

なごやかなひと時を過ごしました。

　また、村長から、最大の功労者として紹

介された元財務部長の江口祐治氏(現造幣

局総務部長)のメッセージも祝賀会の場で

披露されました。

財　務　部 読谷村功労表彰を受賞

総務
部

財務
部

Zaim
ubu

経済
産業
部
開発
建設
部

運輸
部

農林
水産
部

受賞者記念撮影

　【受賞された皆様】
　・優良施工工事部門　（７社）
　・安全施工工事部門　（２社）
　・優良業務部門　　　（５社）
　・優秀工事技術者部門（５名）
　・優秀業務技術者部門（２名）

表彰状

野崎船長のメッセージ 新城船長&野崎船長 海事関係功労者表彰式

Uny
ubu

Kaiha
tsuke

nsets
u

跡地利用計画図（資料出所：読谷村）

（「ゆいレール」いろいろ再発見の答え：県庁前駅、美栄橋駅、おもろまち駅、古島駅、儀保駅）
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最
近
、
み
な
さ
ん
の
身
の
回
り
で
大
型

の
風
車
や
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
見
る
機
会
が

増
え
て
き
た
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　
実
は
、
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
こ
の
沖

縄
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
取
り
組
み
に

お
い
て
優
良
事
例
が
数
多
く
揃
っ
た
先
進

地
で
も
あ
る
の
で
す
。

「
新
エ
ネ
百
選
」
と
は

　

経
済
産
業
省
と
独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（N
ED
O

）

は
、
２
０
０
８
年
秋
よ
り
、「
地
方
公
共
団

体
、
事
業
者
等
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
等
導
入
事
業
」
を
公
募
し
、
全
国
各

地
に
お
け
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
利
用
の
優
れ

た
取
組
み
を
「
新
エ
ネ
百
選
」
と
し
て
選
定

し
、本
年
４
月
22
日
に
公
表
い
た
し
ま
し
た
。

　

地
域
性
を
考
慮
し
た
、
全
国
の
地
産
地
消

型
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
利
用
な
ど
の
取
組
み
の

中
で
、特
に
優
れ
た
も
の
を
「
新
エ
ネ
百
選
」

と
し
て
選
定
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
広
く
情
報
発
信
を
行

う
こ
と
で
、
地
域
に
お
け
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
し
て
情
報

の
共
有
化
を
図
り
、
今
後
、
多
く
の
地
域
へ

の
導
入
を
促
進
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と

の
思
い
で
創
設
し
て
い
ま
す
。

❖

　

今
回
、
沖
縄
か
ら
「
新
エ
ネ
百
選
」
に
選

定
さ
れ
た
５
件
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
概

要
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ご
紹
介
い
た
し

　
　
　
　

「
糸
満
市
」

☆
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
・
糸
満

　

平
成
11
年
以
降
、
太
陽
光
発
電
１
９
６
kW

や
風
力
発
電
１
８
０
０
kW
を
先
導
的
に
導
入

し
、
平
成
18
年
度
に
水
溶
性
天
然
ガ
ス
の
利

活
用
を
視
野
に
い
れ
た
も
の
を
含
め
、
11
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
か
ら
な
る
「
次
世
代
エ
ネ

ル
ギ
ー
パ
ー
ク
構
想
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

「
う
る
ま
市
」

☆
低
炭
素
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
・
シ
テ
ィ
う
る
ま

　

平
成
18
年
度
に
う
る
ま
市
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
パ
ー
ク
構
想
を
策
定
。
バ
イ
オ
マ
ス
を

中
心
に
産
学
官
民
の
連
携
を
取
っ
た
計
画
を

進
め
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
に
太
陽
光
発
電
、

風
力
発
電
、
廃
棄
物
発
電
に
お
け
る
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
等
を
導
入
い
た
し
ま
し
た
。

「新エネ百選」に選ばれました！！

ま
す
。　

与
那
国
町

宮
古
島
市

宜
野
座
村

う
る
ま
市

糸
満
市

地
域
名

沖
縄
電
力
㈱

沖
縄
新
エ
ネ
開
発
㈱

社
会
福
祉
法
人
清
明
会

う
る
ま
市

糸
満
市
事
業
主
体

与
那
国
風
力
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム

宮
古
島
風
力
発
電
事
業

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
で
い
ご
園
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
整
備
事
業

低
炭
素
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
・
シ
テ
ィ
う
る
ま

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
・
糸
満

事
業
名

糸満市庁舎

糸満市観光農園

美島環境クリーン
センター

㈱エコ・エナジー
研究所
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「
社
会
福

祉
法
人

清
明
会
」（
宜
野
座
村
）

☆
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
で
い
ご
園
」

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
整
備
事
業

　

平
成
８
年
～
18
年
度
に
か
け
て
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
に
99‌
kW
の
太
陽
光
発
電
設
備

を
順
次
導
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
17
年

度
に
太
陽
熱
利
用
設
備
を
導
入
し
、
温
水
に

利
用
し
て
い
ま
す
。
施
設
に
関
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
や
見
学
対
応
を
通
じ
て
普
及

啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
沖
縄
新
エ
ネ
開
発
㈱
」

（
宮
古
島
市
）

☆
宮
古
島
風
力
発
電
事
業

　

平
成
20
年
度
に
３
６
０
０
kW
（
90‌

kW
×
４

基
）
の
風
力
発
電
設
備
が
完
成
い
た
し
ま
し

た
。
宮
古
島
の
自
然
を
生
か
し
た
観
光
資
源

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
沖
縄
電
力
㈱
」（
与
那
国
町
）

☆
与
那
国
風
力
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
シ
ス
テ
ム

　

平
成
13
年
度
に
、
１
２
０
０
kW
の
風
力
発

電
設
備
を
導
入
し
ま
し
た
。
離
島
に
お
い
て

有
用
な
電
源
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
環
境
行

動
レ
ポ
ー
ト
を
毎
年
発
表
し
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
に
関
す
る
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

イ
ン
沖
縄
」

─
「
新
エ
ネ
百
選
」
選
定
記
念
─

開
催

　

今
回
、
沖
縄
総
合
事
務
局
管
内
か
ら
地
域

の
諸
課
題
等
を
克
服
し
全
国
の
優
秀
事
例
と

し
て
５
件
が
「
新
エ
ネ
百
選
」
に
選
定
さ
れ

た
こ
と
を
記
念
し
て
、
選
定
さ
れ
た
地
域
の

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
等
の
先
進
的
・
積
極

的
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
の
さ
ら
な
る
促
進
を
図
る
た
め
、
平
成

21
年
６
月
16
日
に
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
・
イ
ン
沖
縄
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
新
エ
ネ
百
選
」

の
選
定
事
業
者
を
交
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
た
ほ
か
、
記
念
講

演
と
し
て
、「
沖
縄
大
好
き
！
」
を
自
認

す
る
野
中
と
も
よ
氏
（
元
テ
レ
ビ
キ
ャ
ス

タ
ー
、
元
三
洋
電
機
㈱
代
表
取
締
役
会
長
、

現
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ガ
イ
ア
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
代
表
）
か
ら
「
沖
縄
か
ら
始
ま
る
新
エ

ネ
時
代
」
と
題
し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
、

ま
た
、
基
調
講
演
と
し
て
、
今
回
の
「
新

エ
ネ
百
選
」
の
選
定
委
員
で
も
あ
る
東
京

工
業
大
学
統
合
研
究
院
の
柏
木
孝
夫
教
授

か
ら
も
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
モ
デ
ル
国
家
日

本
の
誕
生
」
と
題
し
、
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

❖

　

こ
の
よ
う
に
、
み
な
さ
ん
の
住
ん
で
い

る
沖
縄
県
に
は
、
新
エ
ネ
百
選
中
、
５
件

も
の
素
晴
ら
し
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入

事
例
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
ほ

か
に
も
優
れ
た
地
域
の
取
り
組
み
が
あ
り
、

低
炭
素
社
会
の
構
築
に
向
け
た
事
業
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
地
域
の

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
」
を
訪
れ
体
感
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

＂
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
＂

太
陽
光
発
電
、
風
力
発
電
、
太
陽
熱
利
用
、

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
等

特別養護老人ホーム
「でいご園」

与那国風力ハイブリッド
システム

サデフネ風力発電所

狩俣風力発電所
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沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園

法
が
衆
議
院
・
参
議
院
と
も
に
全

会
一
致
で
可
決
・
成
立
、
7
月
10

日
に
公
布
さ
れ
、
同
日
に
学
園
の

設
立
準
備
に
係
る
規
定
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

　こ
の
法
律
は
、
沖
縄
科
学
技
術

大
学
院
大
学
を
、
学
校
法
人
が
設

置
す
る
大
学
と
す
る
と
と
も
に
、

国
が
沖
縄
振
興
の
観
点
か
ら
補
助

を
行
う
こ
と
、
世
界
の
英
知
を
結

集
す
る
た
め
優
れ
た
科
学
者
を
理

事
に
す
る
等
、
世
界
最
高
水
準
を

実
現
す
る
た
め
の
様
々
な
特
例
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

こ
の
法
律
の
成
立
に
よ
り
、
平
成

24
年
度
の
開
学
に
向
け
た
準
備
が

本
格
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

 

現
在
、
沖
縄
科
学
技
術
研
究
基
盤

整
備
機
構
（
O
I
S
T
）
に
よ
り
、

恩
納
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
設
、
う
る

ま
市
で
の
先
行
的
研
究
、
そ
し
て

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
等
の
大
学

の
認
可
申
請
の
た
め
の
準
備
等
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
沖
縄
の
自
立
的
発
展
と
世
界
の

科
学
技
術
の
発
展
へ

　世
界
最
高
水
準
の
大
学
院
大
学

が
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
沖
縄
の

自
立
的
発
展
に
、
次
の
よ
う
な
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

①
沖
縄
が
多
く
の
科
学
者
の
行
き

来
す
る
、
科
学
技
術
の
情
報
発

信
・
交
流
拠
点
（
「
先
端
知
識

の
万
国
津
梁
」
の
地
）
に
な
る
。

②
大
学
院
大
学
を
核
と
し
て
、
他

の
研
究
機
関
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
等
の
集
積
（
知
的
ク
ラ
ス
タ

ー
）
が
形
成
さ
れ
る
。

③
高
度
な
専
門
性
を
有
す
る
人
材

を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
沖
縄

の
若
者
や
子
ど
も
に
刺
激
を
与

え
る
。

④
文
化
面
も
含
め
、
新
キ
ャ
ン
パ

ス
を
中
心
と
し
た
国
際
色
豊
か

な
地
域
振
興
が
期
待
さ
れ
る
。

お
知
ら
せ 沖縄科学技術大学院大学学園法が成立

Naikakufu Dayori

M
uribushi

内閣府だより
i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

2009年7月

平成21年6月現在恩納キャンパス

開学に向けて… ・平成21年度末に、恩納村のキャンパス建設地において、研究棟等の一部を供用開始。
 ・平成22年度に、連携大学院制度等を通じて恩納キャンパスに学生の受入れを開始。
 ・平成22年度末に、文部科学大臣に大学の認可申請を行う。
 ・平成24年度に、沖縄科学技術大学院大学が開学。

恩納村

うるま市

那覇市
先行的研究事業
を実施

沖縄県科学技術大学院大学　恩納キャンパス
独立行政法人沖縄科学技術研究基盤整備機構本部

○
内
閣
府
本
府
沖
縄
担
当
部
局
○

○
沖
縄
総
合
事
務
局
○

略歴／昭和51年総理府入府
　　　平成19年内閣府賞勲

局長を経て現職
趣味／ゴルフ、カラオケ（沖

縄の唄は芭蕉布、十
九の春、美しの琉
球）、読書（歴史書）

抱負／学生時代に復帰直
後の沖縄を１人で
訪れ、南部戦跡を
巡って沖縄の苦難
の歴史を学んだこ
とが、沖縄と私の係
わりの原点。

　　　この原体験を基に、
沖縄の平和と発展
に尽くしたい。

内閣府審議官に

福下 雄二が就任
（7月７日付）
東京都出身58歳

ふく した　     ゆう   じ

略歴／昭和54年総理府入府
　　　平成20年総務省大臣

官房政策評価審議官
を経て現職

趣味／天体観測、野山散策

抱負／沖縄の特に若い人
が将来に対して元
気の出る沖縄づく
りを目指したい。

沖縄総合事務局長に

竹澤 正明が就任
（7月14日付）
富山県出身５５歳

たけざわ  　まさあき

略歴／昭和55年総理府入府
　　　平成18年内閣府賞勲

局総務課長を経て現
職

趣味／飲んで食べること
ぐらい（グルメでは
ありません）

抱負／15年ぶりの事務局勤務です。
街の景色は様変わりしまし
たが、素晴らしい自然と人々
の優しい心は以前のままで
した。皆さんとともに、この
宝物を大切に守りながら、新
しい夢や希望につなげてい
きたいと思います。少憤多
笑、楽しく仕事しましょう。

沖縄総合事務局次長に

黒羽 亮輔が就任
（7月14日付）
福島県出身５４歳

くろ　ば　りょうすけ

略歴／昭和55年建設省入省
　　　平成21年国土交通省

大臣官房付を経て現
職

趣味／SFの読書、食べ歩き
抱負／沖縄の振興に必要

な社会基盤のあり
方を、関係機関や職
員の皆さん及び地
域の方々と考え、議
論し、一緒になって
整備を進めていき
たい。また、沖縄の
食べ物、文化、自然
環境等を堪能した
いと思っています。

沖縄総合事務局次長に

川﨑 正彦が就任
（7月14日付）
高知県出身５４歳

かわさき 　まさひこ

略歴／平成2年運輸省入省
　　　平成20年国土交通省

鉄道局総務課危機
管理室長を経て現職

趣味／バスケットボールな
どスポーツをする
こと

抱負／運輸の安全確保・危
機管理に全力を尽
くすとともに、実体
験を通して沖縄観
光の魅力のよき発
信者となる。

運輸部長に

勝山 潔が就任
（7月24日付）
東京都出身４２歳

かつやま    　きよし

略歴／昭和57年北海道開発庁
入庁

　　　平成20年内閣官房
地域活性化統合事
務局参事官を経て現
職

趣味／庭いじり、散歩

抱負／交流拡大による沖
縄振興に尽力した
い。

開発建設部長に

浦辺 信一が就任
（7月24日付）
東京都出身５１歳

略歴／昭和60年通商産業省
入省
平成19年内閣官房
内閣参事官（情報通
信技術（IT）担当室）
を経て現職

趣味／将棋、音楽、
　　　映画鑑賞

抱負／様々な施策を有機
的に連係させて、沖
縄の経済発展につ
なげたい。

略歴／昭和57年農林水産省
入省

        平成20年農林水産省
農村振興局総務課
長を経て現職

趣味／読書、散歩、
　　　妻とのゴルフ

抱負／沖縄の特性を活か
して、農林水産業の
振興と地域振興に
努めてまいりたい。

農林水産部長に

髙柳 充宏が就任
（7月14日付）
愛知県出身５１歳

たかやなぎ　みつひろ

略歴／昭和52年大蔵省入省
平成19年財務省関東
財務局千葉財務事務
所長を経て現職

趣味／ゴルフ、囲碁、ウォー
キング

抱負／人口が増加し、交流
人口も多い沖縄は
全国有数の魅力的
な地域。微力ながら、
振興発展に尽力し
ていきたい。

財務部長に

金子 秀喜が就任
（7月1日付）
千葉県出身５５歳

かね    こ    　ひで   よしうらべ 　  しんいち
経済産業部長に

山内　徹が就任
（7月14日付）
奈良県出身４８歳

やまうち　 　とおる

人 事 異 動 の お 知 ら せ

第1研究棟管理棟
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務局参事官を経て現
職

趣味／庭いじり、散歩

抱負／交流拡大による沖
縄振興に尽力した
い。

開発建設部長に

浦辺 信一が就任
（7月24日付）
東京都出身５１歳

略歴／昭和60年通商産業省
入省
平成19年内閣官房
内閣参事官（情報通
信技術（IT）担当室）
を経て現職

趣味／将棋、音楽、
　　　映画鑑賞

抱負／様々な施策を有機
的に連係させて、沖
縄の経済発展につ
なげたい。

略歴／昭和57年農林水産省
入省

        平成20年農林水産省
農村振興局総務課
長を経て現職

趣味／読書、散歩、
　　　妻とのゴルフ

抱負／沖縄の特性を活か
して、農林水産業の
振興と地域振興に
努めてまいりたい。

農林水産部長に

髙柳 充宏が就任
（7月14日付）
愛知県出身５１歳

たかやなぎ　みつひろ

略歴／昭和52年大蔵省入省
平成19年財務省関東
財務局千葉財務事務
所長を経て現職

趣味／ゴルフ、囲碁、ウォー
キング

抱負／人口が増加し、交流
人口も多い沖縄は
全国有数の魅力的
な地域。微力ながら、
振興発展に尽力し
ていきたい。

財務部長に

金子 秀喜が就任
（7月1日付）
千葉県出身５５歳

かね    こ    　ひで   よしうらべ 　  しんいち
経済産業部長に

山内　徹が就任
（7月14日付）
奈良県出身４８歳

やまうち　 　とおる
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